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電気科学舎



 平成21年 4 月　

大阪大学電気系教室創立100周年記念式典および平成21年度澪電会総会のご案内

 澪電会　会長　白川　　功
 大阪大学電気系教室創立100周年記念式典　実行委員長　河崎善一郎

　謹啓　時下、益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。
　平素より大阪大学工学部電気系教室へのご支援、ご協力に感謝申しあげます。
　さて、本学電気系教室の起源である大阪高等工業学校電気科が1908（明治41）年に設置され、2008（平成
20）年に100周年を迎えるに至りました。この間、1929年に官立大阪工業大学電気工学科、1933年に大阪帝国
大学工学部電気工学科となりました。以後、1940年に通信工学科、1958年に電子工学科、1989年に情報システ
ム工学科が設置され、改組を経て現在の陣容となっております。創立以来の先人のご努力によりまして、多く
の学術成果をあげ、有為な人材を社会に送り出して参りました。今や電気・通信・電子・情報システムの各種
技術は社会の基盤を支えるに至り、電気系教室では、将来を目指して教育・研究の更なる充実に日々に努力致
しております。
　つきましては今般、大阪大学大学院工学研究科電気電子情報工学専攻、および工学部電子情報工学科が主催
して、下記ご案内の通り、記念事業を実施する運びとなりました。万障お繰り合わせの上、何卒、ご参集下さ
います様ご案内申し上げます。
　尚、澪電会総会は記念式典に先立ち執り行いますのでご出席の程よろしくお願い申し上げます。
 敬　白

記
澪電会総会・100周年記念学術講演会・記念祝賀会
・日　時 平成21年 6 月 6 日（土）11時～16時
・場　所 リーガロイヤルホテル　山楽の間
 (〒530‒0005 大阪市北区中之島5-3-68　TEL：06‒6448‒1121 http://www.rihga.co.jp/osaka/)
・次　第  1 ．澪電会総会（11：00～）
  2 ．記念講演会（11：30～）
  熊谷信昭　先生（大阪大学元総長）
  山田隆持　氏　（NTTドコモ社長）
  3 ．記念祝賀会（13：00～）
 ・会　費 15,000円

　準備の都合もございますので、お手数ではございますが、先に100周年記念式典実行委員会からお送りした
葉書にて、 5 月20日（水）までにご出欠をお知らせ頂けましたら幸いです。
　また、会費につきましても、先に同封の振込用紙にて 5 月20日（水）までにお振込頂ければ幸いです。

表紙について

　表紙の“澪電”は、熊谷信昭大阪大学元総長（通信・昭和28年旧制）の揮毫によるものです。写真は、大阪
高等工業学校時代（1901年～1923年）の電気科学舎です。電気科は1908年に創設されました。詳しくは 7 ペー
ジにある谷口研二教授（電子・昭和46年）による「電気系教室100年の歴史」をご参照下さい。
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　会員諸兄諸氏におかれましてはご壮健でご活躍のこ
ととお慶び申し上げます。昨年度総会で会長を仰せつ
かって以来、澪電会の伝統を守り、更なる発展に向け
てどのような戦略で臨むべきかについて役員、幹事の
皆様方といろいろと案を練らせて頂いているところで
あります。
　まず、いくつかの守るべき‘鉄則’を確認致したい
と思います。
　第１は、電気系教室が奮闘しておられる教育研究と
社会貢献の活動をいかに支援するか、ということであ
ります。母校あっての澪電会であります。母校発展の
ため、澪電会はあらゆる努力を重ねなければならない
と考えます。第２は、澪電会は会員諸兄にどのような
サービスを提供すべきか、ということであります。わ
が阪大には全学レベルから学科レベルまで70を超える
同窓会があるという状況下で澪電会はどのような特色
を出すべきか、を考えなければなりません。第３は、
澪電会の運営をどのように健全化するか、ということ
であります。最大の課題は、会費の納入率をいかにし
て引き上げるか、ということであります。
　以下にこれらの課題について一端を述べ、会長就任
の挨拶にかえさせて頂きます。

［Ⅰ］電気系教室への支援
　母校の支援を考えるにあたり、まず、昨年度、電気
系教室が創立100周年、電子工学教室が創立50周年を
迎えたことをお知らせし、この慶事を会員ともどもお
祝い致したく存じます。
　澪電会では、母校創立100周年記念事業として、電
気系教室と共催で、下記のように、総会にあわせて、
祝賀会と講演会を開催致します。元阪大総長の熊谷信
昭先生（通信・昭28）およびNTTドコモ社長の山田隆
持氏（通信・昭46）に記念講演をお願いしておりま
す。多数の方々をお誘いの上、ご臨席賜りたく、お知
らせ致します。なお、例年は総会を６月の第１金曜日
に開催しておりましたが、本年は６月６日（土）開催
となっております。スケジュールの確保をお願い申し
上げます。
［電気系教室創立100周年記念 総会･祝賀会･講演会］
日時：平成21年６月６日（土）11：00～16：00
場所：リーガロイヤルホテル（大阪）
　さて、母校の支援という観点からは、昨年度から新
たな活動を始めております。それは、入学して間もな
い新入生を激励するための「祝賀講演会」でありま
す。本年度は、以下の予定で、マイクロソフト㈱日本
法人の樋口泰行社長（電子・昭55）に講師をお願いし
ております。会員の方々のご参加は大歓迎です。この
機会に阪大の創立記念行事に是非ともご参加頂きたく

お知らせ致します。
［入学祝賀講演会］
平成21年５月１日　15：00～17：00
 於　工学部講義室U3-211

［Ⅱ］支部会員へのサービス
　澪電会の５つの支部の総会あるいはそれとともに挙
行される見学会や講演会は、会員に対する重要なサー
ビスであります。本年度の各支部の開催日程を以下に
記します。一般会員のできるだけ多数の方々の支部行
事への参加を期待致しております。
○　６月13日（土）北陸支部
○　10月17日（土）中国支部
○　10月24日（土）九州支部
○　10月31日（土）東海支部
○　11月21日（土）四国支部

　詳細につきましては、決まり次第インターネットを
通じて会員にお知らせし、できるだけ多くの会員の
方々に参加して頂けるような仕組みを整えたいと思い
ます。

［Ⅲ］澪電会運営の健全化
　澪電会運営の健全化は一に会費の納入率の向上にか
かっております。現在、9,000名を超える会員のうち
約1/4にあたる2,200名の方々に、会費納入を頂いてお
りますが、問題は、残りの7,000名の方々に澪電会に
対していかに魅力を感じて頂けるか、ということであ
ります。会費を支払うに足りるbenefitを見出して頂
けるかどうか、が鍵になります。会員に魅力的なサー
ビスを提供することが最大の解決策となります。
　会員サービスの新規方策の一つとして、若手会員の
関心を高めることを目指して、インターネットによる
「告知板」としてのSNS（Social Network Service）
の導入を考えております。澪電会の本部・支部からの
案内だけではなく、教育研究、産学連携、就職の動向
や、学会、産業界、ベンチャーのトピックス、同窓会
の速報、個人会員からの要望、等に関する情報交流の
機会を提供するものです。この新たな仕組みによって
会員相互の連帯感を強める仕掛けが構築できるものと
確信致します。
　以上述べさせて頂いた活動をフルに活かして、会員
の輪を広げて行くことが、結局は、魅力的でかつ価値
あるサービスを提供することに繋がるものと思いま
す。澪電会の更なる発展のため、会員の皆様方には引
き続きまして、温かなご理解とご支援を賜りたく切に
お願い申し上げる次第です。
　会員諸兄の忌憚のないご意見をお待ちしておりま
す。

会長ごあいさつ

澪電会会長　白川　　功
（電子・昭38）
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プラズマ物理と核融合

　大阪大学工学部電気工学科ならびにレーザー核融合

研究センターの助手として奉職し32年を経ました。こ

のたび現役最長老ということで平成20年度の澪電会総

会の講演者にご指名を受け、さらにまた講演概要を書

かせて頂くことになりました。

　レーザー核融合研究センター（現レーザーエネル

ギー学研究センター）設立前夜に山中千代衛先生に呼

んで頂き着任し、レーザー核融合研究に携わってきま

した。その後、核融合研究は急速に発展し、大阪大学

のガラスレーザー激光XII号によるレーザー核融合を

はじめ、日本原子力研究所の大型トカマクJT-60、京

都大学のヘリオトロンＥ等が次々に建設されました。

一方、高温プラズマの研究では、非線形波動現象と乱

流理論が大いに論じられ、荷電粒子と電磁場との相互

作用を素過程とする複雑系の理論が進展しました。我

が国のプラズマ理論研究は、東京大学の木原スクール

（一丸節夫　等）、名古屋大学の谷内スクール（長谷

川晃、矢島信夫　等）と京都大学の大林／西川スクー

ル（佐藤哲也、松本紘、若谷誠宏　等）により先導さ

れてきました。私は西川スクールに学び、長谷川晃先

生、市川芳彦先生等の指導も受けプラズマ理論のフロ

ンティアに近いところで研究できたのは大変好運でし

た。さらに、幸いにも山中千代衛先生の配慮にて、大

阪大学着任早々に２年間も米国留学をさせて頂きまし

た。私がプラズマ理論研究者としての“一人立ち”

に、この２年間は何にも代え難いものでした。

　私が携わったテーマは、プラズマの非線形波動や乱

流理論です。プラズマの非線形現象を理解するための

コンセプトは、“逆カスケード”や“ソリトン（孤立

波）”です。ソリトンは、英国のレーリー卿が浅い水

面波の非線形現象としてソリトンを発見／観察したこ

とは良く知られております。このソリトンは、遠浅の

海岸で見られる打ち寄せる波の崩壊の原因である“波

面の突っ立ち”と伝搬速度の波長依存性（分散）が釣

り合って出来る“非線形定常状態”です。一方、レー

ザー光や電子プラズマ波は波の振幅変調が包絡ソリト

ン：孤立波束に発展します。レーザー核融合における

強いレーザーとプラズマとの非線形相互作用では、振

幅変調を引き起こす変調不安定性と包絡ソリトンの発

生は大変需要です。例えば、最近話題の高速点火核融

合では、超高密度プラズマを超高強度レーザーで瞬間

的に加熱します。このとき、超高強度レーザーで大量

の高エネルギー電子を発生しプラズマを加熱します。

この高エネルギー電子の発生にソリトンが深く関わっ

ています。

　一方、磁気核融合プラズマ乱流の理論では渦の運動

論が重要です。現在、国際熱核融合炉ITERが建設中で

すが、その性能は乱流輸送で決まる熱伝導率により決

定されます。乱流熱伝導率は温度勾配により発生する

渦乱流（ドリフト波乱流）の振幅で決まります。ドリ

フト波の乱流振幅は、乱流に起因するマクロな構造形

成（自己組織化：ゾーナルフロー）によります。長谷

川晃先生と共同で提案した「長谷川－三間方程式」は

この乱流の特徴を見事に捉えたものでした。良く似た

考え方が、木星や土星の縞模様の形成や地球大気の循

環に適用できます。

　最後に、この場を借りて、30余年に渡り数々の支援

を頂きました大阪大学工学研究科電気工学専攻ならび

にレーザーエネルギー学研究センターの皆様にお礼申

し上げます。また、澪電会の会員各位の益々のご発展

をお祈りします。

講演会からの話題

大阪大学

レーザーエネルギー学研究センター

三　間　圀　興
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大事業・新社屋移転を終えて

　朝日放送は、昨年６月、新社屋に移転しました。住

所は「福島区福島」、目の前には堂島川そして中之島

が広がります。そう、旧大阪大学医学部付属病院の跡

地です。長く空き地になっていましたが、熊谷元総長

が座長をつとめられた「大阪大学病院跡地利用懇談

会」の提言を経て「水都OSAKA・αプロジェクト」と

銘打たれた大規模再開発プロジェクトが発足、当社が

用地を取得しプロジェクトの一員となったのが2003年

のことでした。

　放送局の建物は、オフィスと大空間であるスタジオ

を同居させるため、複雑な構造となります。設計は著

名な建築家・隈研吾さん。隈研吾事務所、NTTファシ

リティーズ、竹中工務店という百戦錬磨のプロと社内

の新社屋設計・建設チームが「デジタル時代の創造工

場」をコンセプトに、足掛け５年にわたり果てしない

議論と検討を重ねた末、４つのテレビスタジオ、５つ

のラジオスタジオ、258席のホールを持つ地上16階、

地下１階の建物が完成し、引渡しを受けたのが昨年１

月のことです。

　ここに大量の放送機器を設置・接続し、「365日・ほ

ぼ24時間、途切れることなく放送することができる

か」を確認するまで約半年。建物とは違った意味で、

放送局の設備の設計も複雑なものでした。

　朝日放送は、テレビとラジオの両方を放送していま

す。さらに、ご存知の通り、2003年からはテレビのア

ナログ放送とデジタル放送を並行して放送していま

す。2006年にはこれに「ワンセグ」が加わり、新社屋

からは合わせて４系統の放送を送り出す設備が前提と

されました。

　民放における「放送」は、「番組」と「CM」から成

り立っています。番組は、録画されたテープもあれば

生放送もあり、東京など他局からマイクロ回線で送ら

れる「ネット」もあります。CMは、スポンサーとの契

約に基づき、決められた時間に、決められた本数を放

送することが絶対条件です。こういった数多くの放送

素材を、秒単位で制御し、系統ごとに間違いなく送り

出すという、放送局の「心臓部」に当たる設備が、

「マスター＝主調整室」です。（これに対し、ディレ

クターが指をパチパチ鳴らしているイメージの、スタ

ジオに付属した設備を「サブ＝副調整室」と呼んでい

ます。「サブ」も、「マスター」から見れば、放送素材

の一つということです。）

　昔、私が入社し現場にいたころは、マスターでの運

行は「手作業」でした。その後、APS（Auto Program 

System）と呼ばれる自動運行のシステムが導入され、

更にこの数年であらゆる部分でのデジタル化が進みま

した。新社屋の設備は、ほぼ完全にデジタルベースで

の設計となっており、ハードというよりはソフトの塊

りといった印象です。半田ごてを手に、「モニターの

接触不良はちょっとたたいたら直るで」などと言って

いたことを思うと、昔日の感どころではありません。

　朝日放送では、従来から「スーパーマスター」とい

う概念が導入されてきました。それぞれの放送をバラ

バラに行うのではなく、設備と作業を一箇所に集中さ

せ安定した放送運行を効率よく行うという考え方で

す。大淀の旧社屋でもある程度の統合は行われていま

したが、新社屋のマスターはいわばこの集大成。先述

の４系統を１つのマスターから送出しています。局内

に張り巡らした光ファイバーでサブを始め多くの素材

やデータが飛び交い、既に視野に入ってきた放送と通

信の連携・連動を可能にする拡張性も担保しました。

新たなアイディアで活用していくことを強く期待して

います。

　新社屋のもうひとつの特徴は免震構造を採用したこ

とです。旧社屋で阪神・淡路大震災を経験した私たち

は、「万一大きな地震が起きた時も、放送局の使命を

全うしたい」と考え、多少の費用増はありましたが、

震度６強の地震が来ても放送を続けられるような設計

としました。もっともこちらは、いつまでも「宝の持

ち腐れ」が望ましいところですが。

　手前味噌で設備のことばかり書きましたが、放送局

の命は、やはり「番組」。景況厳しき折ながら、今後

も、この「デジタル時代の創造工場」を十二分に活用

し、よりよい番組をお送りしていきたいと考えており

ます。

話　　　題

朝日放送㈱

代表取締役社長

渡　辺　克　信
（通信・昭42）
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大阪大学と私

　私が阪大に入学したのは1941年（昭和16年）で戦争

中であり軍事教練が盛んな時期であったが、それなり

に楽しい青春であった。２年生の夏休みには群馬県榛

名山での雷観察の実習に自ら希望して参加したが、オ

シロスコープやクリドノグラフを用いた野外実験は学

生にとっても珍しく、電気試験所の西野（治）研の

方々には大変御世話になり、またその測定技術は卒業

研究にも役に立った。私の卒研は望月重雄教授の研究

室であったのでこの時の経験は「インパルス放電」と

いう私の卒研にとっても大きくプラスした。当時の電

気工学科には七里義雄、竹山説三、望月重雄の３教授

と吹田徳雄、藤本永三、山村豊の助教授方がおられ、

まだ誕生して間のない通信工学科には熊谷三郎、青柳

健次、菅田栄治の３教授に、喜田村善一、板倉清保な

どの助教授も顔をそろえておられ、工学部では重視さ

れていたように思う。昭和18年頃になると戦争も激化

してきていたので防空演習がしばしば行われ、東野田

の工学部は警察署と向かい合っていたので、避難訓練

も厳しいものであった。

　実際に戦争がはじまってからは本物の空襲に出遭

い、工学部の半分以上は被災したのであるが、私の大

高からの友人で冶金の大学院生であった石川くんは実

際の空襲の時に表門の近くで被弾によって死亡するこ

とになる。

　やがて戦争が終わると（昭和20年）先生方もほっと

して学問に戻られたが、食糧難がやってきたので、大

学の構内でも畑を作って、甘藷などを作って生活の補

助を行っていた。

　私は1946年に助手、1948年に助教授をへて、1959年

に新しく出来た原子核工学科の教授に迎えられ、やが

て新しい基礎工学部の創設にかかわって基礎工学部に

移り、1969年から大学紛争中の学部長として学生との

交渉に力を尽くすことになる。1970年には情報工学科

を発足させ、翌年（1971年）に基礎工学部10周年記念

式典を行った後は学外に目を移し、1977年から1984年

迄は日本学術会議会員としてその運営に力を尽くし

た。

　1984年阪大定年後は私大（摂南大学・大阪工大）に

移り、摂大で５年、大工大で６年学長職を務め、大学

生活を修了した。

通信工学科70年の歩み－私的回顧

　大阪帝国大学工学部に通信工学科が創設されたのは

太平洋戦争が始まる前年の昭和15年（1940年）４月で

あった。この分野の学科としては我が国で最初に設置

された最も古い歴史をもつ学科で、来年は創設70周年

を迎える。当時はまだ、コンピュータやトランジスタ

はもちろんのこと、情報工学などという言葉もなく、

電力工学などを中心とする従来の電気工学を「強電」

とよび、それに対して通信工学などの分野は「弱電」

と称して区別していた。

　私は、戦後間もない昭和24年に旧制の大阪大学工学

部の通信工学科に入学したが、大阪大学の初代総長は

文化勲章の第一回第一号の受章者で日本学士院院長な

どもつとめられた世界的な物理学者長岡半太郎博士

で、第４代総長には八木アンテナで有名な文化勲章受

章者の八木秀次博士が就任され、産業科学研究所には

分割陽極マグネトロンを考案して世界最短波長の極超

短波の発生に成功し、やはり文化勲章を受章された岡

部金次郎教授がおられるなど、かねてから大阪大学に

は勝れた先進的・学術的気風があるように感じていた

ので、当時最も先端的な科学技術の分野の教育・研究

が行われているように思われた大阪大学の通信工学科

を志望して入学したわけである。

　その頃の大阪大学の電気系は電気工学科と通信工学

科の２学科のみで、それぞれ４講座からなり、教授、

電気系教室創立100周年
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助教授、講師を合わせても教官の数は電気系全体で総

勢わずか10数名に過ぎなかった。大阪市都島区の東野

田にあった工学部の学舎は戦争末期の大空襲でその大

半が焼失し、我々は枚方市の御殿山にあった旧日本陸

軍の火薬庫跡のお粗末な建物の中で講義を受けた。し

かし、沈んだ雰囲気は全くなく、皆、明るく、愉快に

学生生活を楽しんでいたように思う。旧制大学は３年

制で、最終学年の３年次には東野田の焼け残った建物

の中で卒業研究を行った。

　その後、昭和34年に電子工学科が設置されて電気系

は３学科となり、昭和44年には工学部が東野田から吹

田の新キャンパスに阪大の吹田移転第一陣として移転

した。しかし、吹田キャンパスには工学部以外の部局

は未だなく、電気系の建物は建てられていたものの、

構内の道路の舗装や周辺整備は未だ出来ておらず、雨

の日などは泥道を長靴をはいて歩かなければならない

ような状態であった。さらに、昭和40年代の大学紛争

では建物が封鎖されて教育・研究機能が長期間停滞し

たり、二人の教官がそのために亡くなるというような

不幸な時代も経験している。

　私は卒業前の大学３年の時に肋膜炎を患い１年間休

学したために、１年遅れて昭和28年に旧制最後の卒業

生として新制の第１回の卒業生と一緒に卒業した。当

時の阪大は医学部、理学部、工学部の３学部のみで、

卒業式は中之島にあった医学部の講堂で行われた。全

学部の卒業生全員が余り広くもない医学部の講堂に入

れるくらいの学生数だったのである。現在、学部の入

学定員が3,200名を超え、東大を抜いて我が国の国立

大学の中では最も多く、大学院の入学定員を合わせる

と新入学生の総数が6,000名近くになっている今の大

阪大学と比べれば、まさに隔世の感がある。

　卒業後、幸いにも工学部全体でわずか数名に過ぎな

かった当時の数少ない旧制の大学院特別研究生に選ば

れ、さらに、カリフォルニア大学電子工学研究所の上

級研究員として約２年半にわたるバークレーでの研究

生活を終えて帰国した私は、昭和35年に通信工学科の

助教授に任用され、昭和46年に同教授に昇任して通信

工学第１講座を担当することとなった。この講座は、

昭和15年に通信工学科が創設された際に先ず最初に設

置された講座であって、その初代の担当教授が私の父

熊谷三郎（後工学部長、阪大退官後愛媛大学長、故

人）であったのは奇しき縁である。その後、学生部長

や工学部長などを経て昭和60年に第12代の総長に就任

し、平成３年に総長の任期満了に伴って退官するま

で、私は一貫して大阪大学と共に歩んだ。

　その間、通信工学科に関して特記すべきことの一つ

は、全国の大学で通信工学科の名称が流行りの情報工

学科に相次いで改称されていった中で、大阪大学と東

北大学だけは断固として「通信工学科」の学科名を貫

いたことである。その後、平成元年に情報システム工

学科が設置されて電気系は４学科となり、さらに平成

８年にはこれらの４学科に原子力工学科を加えた電子

情報エネルギー工学科に再編され、平成18年に原子力

工学科が他の学科に移ったことに伴い電子情報工学科

と名称が変更され、現在に至っている。また、大学院

については、平成14年に情報システム工学専攻が新設

された情報科学研究科に移り、さらに平成17年に電

気、通信、電子、電子情報エネルギ－工学の４専攻が

統合されて電気電子情報工学専攻となり、現在に至っ

ている。

　このように、阪大の電気系は平成の時代に入って

目まぐるしい変遷を繰返し、学科名や専攻名から

「通信」という言葉もついに姿を消してしまった。

2003年に開催された世界情報社会サミットでITをICT

（Information ＆ Communication Technology）とす

ることが正式に決議されたような情況の中にあって、

まことに残念なことではある。

　しかし、創設以来、通信工学科の卒業生は各界で活

躍し、学界でもこれまでに２名が電子情報通信学会の

会長となり、また２名の卒業生が日本学士院賞を受賞

し、平成11年には初の文化功労者が誕生しているほ

か、毎年多くの教官達が国内外の色々な学協会などか

ら立派な賞を受けている。総長が同じ学科の卒業生か

ら２人も出ているのも稀有のことと言われているが、

経済界や産業界でも、最近の例でいえば、例えば昨年

６月に私の教え子でもある通信工学科の卒業生がNTT

ドコモや朝日放送の各社長に就任するなど、大勢の卒

業生が各界、各分野で活躍している。これからも大阪

大学の電気系がさらに一層発展し続けることを心から

願って止まない。
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電子工学科の思い出

　電子工学科第１回生は昭和33年４月通信工学科22回

生として入学、翌４月に通信工学科から別れ、電子工

学科として独立したのでした。４年生になり卒研配属

が決まる頃には６講座が完成。第１講座菅田栄治教

授、第２講座寺田正純教授、第３講座山口次郎教授、

第４講座喜田村善一教授、第５講座宮脇一男教授、第

６講座尾崎　弘教授という斯界で日本に誇る陣容でし

た。実質的な研究分野は第１～第３講座は真空中や半

導体中の電子の挙動を扱う基礎系の研究。第４～第

６講座はトランジスター回路、電子回路応用、コン

ピュータ論理設計など、電子応用技術の研究でした。

菅田先生、山口先生は電気系で永年教授を務められた

ベテラン教授でしたが、他の先生方は新進気鋭で、学

科全体では活気溢れる素晴らしい環境であった。

　昭和37年４月に大学院設置。電子工学科から12名、

通信工学科から１名、他学から１名が進学。大学院設

置は概算要求中であったからか、進学試験は無く、希

望者はほぼ全員勧奨という形で進学許可を得た。どさ

くさに紛れた大学院進学であったといえますが、第１

回生として大いに気概を燃やし、この中から、国立大

学学長、教授、私学学長、教授を約半数を輩出。残念

な事と言えば、第１回生としてその誰もが教授として

母学科への恩返しができ無かったことでしょうか。

　大学院を含めて、大学時代の思い出と言えば、雀

荘、パチンコ屋、飲み屋、ラブホテルが塀を隔てた道

路沿いに林立する極めて猥雑な場所にあった工学部東

野田校舎で、当時勃興期にあった最先端の電子工学を

学んだ事でしょうか。また週刊誌的なエピソードで印

象に残るものもあります。それは山口教授が山スキー

で足の骨折をされ、松葉杖をついて着物姿で出学さ

れ、その貫禄に圧倒されたことでした。学会にもその

お姿で出席され、最前列で陣取っておられた由、さぞ

や圧巻であったろうと想像いたしました。

　さらに忘れ得ないのは、昭和43・4年頃でしょう

か？　学園紛争の最中、学生との矢面に立っておられ

た寺田教授が紛争に疲れ果て自ら命を絶たれた事、そ

して当時助手であった電気工学科同期生山口元太朗君

が非業の死を遂げた事です。まさに痛恨の極みの出来

事でした。恩師宮脇教授は寺田教授のご心労を十分お

酌み取りになれなかったことを悔やまれ、従前からの

自説「定年55才」説を早められ、51才で辞職をされた

のでした。弟子としては突然母教室が無くなり、大変

寂しい思いをすることになりました。

　最後に異彩を放つ同期生のお話。数年前地震で有名

になった新潟県小千谷市の市長谷井靖夫君の事です。

大学院を共に過ごした同君が新潟三洋電子（株）の社

長を定年退職後、小千谷永住の道を選びました。その

後しばらくIT関係の職業訓練学校長を務めていました

が、人望を買われて、地震後の小千谷復興を任され、

現在市長として活躍中です。昨夏結束の強い同期生が

応援団を組んで表敬訪問、彼の活動に大いなるエール

を送った事でした。後何期か市長を務めることを大い

に期待し、本稿を終えることにします。

『情報システム工学科』の20年

　電気系百周年、おめでとうございます。

　あわせて、情報システム工学科も本年平成21年の４

月で設立20周年を迎えます。我々情報システム工学科

１期生は、平成元年の入学。情報システム工学科は平

成の年号に歩調を合わせて進んできたと言えましょ

う。

　20年前の入学時はまさに「情報全盛」時代。ほかの

大学でも新しい情報関連の学科が多数設立されていき

ました。我々電気系の学生が２年生で学科選択を行う

際も、情報システム工学科は一番人気。１期生という

上級生のいない環境を選ぶくらいですから、そこに集

まった面々は「やんちゃ」で豪胆なメンバーぞろいで

した。

　月に一度は研究室の枠を超え、ほとんどの同期生が

飲み会に集まりました。会社見学では４年生になる直

前の３月に行った関東方面の見学会をはじめ、行く

先々で歓迎してくださった澪電会の先輩方と深酒をし

て、共に酔いつぶれたりもしました。多数の諸先輩方

にたいへんご迷惑をおかけいたしましたこと、１期生

京都医療科学大学

学長

高　橋　　　隆
（電子・昭37・Ｍ39・Ｄ42）

学校法人　清風明育社

新規校・新学科準備室室長

一　階　良　知
（情報システム・平５・Ｍ７）



― 7 ―

を代表しこの場を借りてお詫び申し上げます。「自分

らがやったことが伝統になるんや！」と意気込んでは

じめた春・秋のソフトボール大会と冬のボーリング大

会は、今でも恒例行事として続いています。もちろん

諸先生方の暖かく厳しいご指導の下、研究室内外の同

期と数々の議論を交わしたり、競い合ったりしながら

充実した研究活動を行いました。

　４年生の就職活動のときはバブルの余波でまだまだ

売り手市場。修士課程で２年間過ごした後は就職氷河

期に突入と、大きな景気の悪化に驚いたものです。と

はいえ阪大ブランドは健在で、内定をいただくより学

科内調整（１企業に行ける人数制限）の方に気をもむ

くらいでした。そして助手として阪大に残った11年。

その間、就職活動で苦しむ学生がポツリポツリと見受

けられはじめ、その割合は徐々に増えていきました。

３年前に転職し、気づけば今、世界金融危機から始

まった不況により、再び就職氷河期が訪れています。

　現在は、研究と教育の２本立てから教育中心に軸足

を移し、情報系の専門学校でカリキュラム構築や授業

を行っています。高校の先生方と接する機会も多く、

関西経済連合会の組込みソフト産業振興会議にも関

わっており、企業の視点を意識しつつ、情報教育のあ

り方を考える毎日です。情報全盛の時代を知り、情報

教育に携わってきた者として、現在の「情報離れ」に

は忸怩たる思いを禁じえません。

　情理両面で情報を伝えるコミュニケーション能力、

複雑な問題を取り扱える論理的分析・構築能力、能動

的・独創的に考えや行動を起こす力。いずれも情報分

野では基盤となる能力です。それどころか近年では社

会人基礎力とまで言われ重要視されています。です

が、いくら教科「情報」で有名ソフトウェアの操作を

教えようと、社会人基礎力強化といってインターン

シップ等を充実させようと、これらの力や情報への興

味が高校生の中に十分に育っているとは言いがたい状

況です。

　こうした状況の中、大学での研究・教育も困難に

なっていく一方だと理解した上で、それでも阪大から

本当の意味での「エリート」、すなわち広い視野を持

ちつつ地域や国に益をもたらすよう導く人材を、より

一層排出し続けていただきたいものです。まさに「地

域に生き世界に伸びる」のモットー通りに。企業が阪

大を卒業してくる学生に求める人材像は、やはり将来

企業の中核的役割を果たす人物なのですから。

　我が身を振り返って、阪大での生活は、授業も、研

究も、友人関係も、遊びもすべてが自らの血肉になっ

ていると実感します。阪大生らしい真面目さや誠実さ

も、これからの社会情勢ではプラス要因です。阪大ブ

ランドの卒業生が情報分野で研究・企業活動を問わず

活躍することにより、子どもたちにも情報の魅力が伝

わり、彼らがその道を目指すことで、勉強にもさらに

真剣に取り組むことでしょう。

　もちろんこの好循環を産むには、同時に大学に入る

までの教育を改善していくことも必要不可欠です。僭

越ながら、澪電会の皆様方にも様々な形での教育改善

への働きかけをお願い申し上げます。私自身、電気系

百周年のこの節目に改めて襟を正し、微力ではござい

ますが、これからも幼児・児童教育から社内教育ま

で、日本の教育改善に粉骨砕身の覚悟で取り組んで参

ります。

電気系教室100年の歴史
 大阪大学工学研究科　教授

 谷　口　研　二
 （電子・昭46・Ｍ48）

　大阪大学工学部電気系のルーツは大阪市北区堂島玉

江町（中之島：リーガロイヤルホテルの東）にあった

大阪高等工業学校にまでさかのぼる。日露戦争（1904

－1905年）後の明治政府の富国強兵策によって電気科

が1908年（明治41年）に設置された。入学資格は（旧

制）中学校卒業程度、修業年限３年間で現在の高専・

短大相当の教育が行われていた。その後、1921年から

1923年にかけて狭隘になった玉江町校地から大阪市都

島区網島（東野田町: 大阪環状線京橋駅近く）に移転

した｡1929年（昭和４年）には大阪工業大学（旧制大

学）に昇格し、入学資格も旧制高等学校卒業者（19歳

以上）に変更された。当時、大阪工業大学は旅順工科

大学（中国大連）、東京工業大学とともに旧三工大と

よばれ、工科系の最高学府であった。４年後の1933年

（昭和８年）には大阪帝国大学へ編入されたため、大

阪工業大学名義の卒業式は１度しか行われていない。

機械、応用化学、醸造、冶金、造船、電気、応用理学

の７学科で構成された大阪帝国大学工学部の総定員は

125名であった。第二次世界大戦の最中、1940年（昭

和15年）に通信工学科が設置され、大阪帝国大学の電

気系は２学科となった。1945年６月には東野田地区が

空襲を受けて木造建築は全焼。終戦後の1947年（昭和

22年）には大阪帝国大学が（旧制）大阪大学と改称さ

れ、さらに1949年（昭和24年）に（新制）大阪大学工

学部となった。1953年（昭和28年）には大学院が設置

され、電気工学専攻と通信工学専攻が誕生した。さら
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にその５年後の1958年には電子工学科が設立された。

1969年には狭くなった東野田地区から千里丘陵に移

転、そして学園紛争の嵐の中で２名の現役教官が逝去

される事態が発生した。その後、1980年代のソフトウ

エア産業の急速な発展を受けて情報システム工学科が

設置（1989年）され、電気系４学科体制になり、1996

年（平成８年）には原子力工学科を含む５学科で電子

情報エネルギー工学科に改組された。同年、大学院の

専攻についても、原子力工学専攻と電磁エネルギー専

攻（電子情報エネルギー工学専攻に改称）が電気系専

攻に組み入れられた。2002年（平成14年）には創設さ

れた情報科学研究科に情報システム工学専攻が移行。

2004年の国立大学の独立行政法人を経て2006年（平成

18年）には、原子力工学科と分離した学部電気系４学

科（電気・通信・電子・情報システム）は電子情報工

学科に、大学院電気系４専攻（電気・通信・電子・電

子情報エネルギー）は電気電子情報工学専攻となり、

現在に至る。

吹田祭
電気系教室創立100周年記念講演会

 大阪大学工学研究科　准教授

 丸　田　章　博
 （通信・昭63・Ｍ平２・Ｄ５）

　平成20年11月４日（火）16時より、大阪大学工学部

U2-311講義室において、電気系教室創立100周年記念

事業の一環として、「吹田祭　電気系教室創立100周年

記念講演会」が実施されました。本講演会は、電気系

の学部学生、大学院生諸君に電気系教室の100年にわ

たる歩みとその輝かしい実績を紹介し、その学問的伝

統と恵まれた研究環境の下で、勉学に励み、最先端の

研究に打ち込むことのできる意味を考えていただくべ

く企画されたものです。当日は、吹田祭期間中で講義

のない日ではありましたが、学部学生66名、大学院生

140名（前期課程：112名、後期課程：28名）を中心に

292名におよぶ参加者があり、講演会場に急きょ補助

椅子を運びこむことになるほどの盛況でした。伊瀬敏

史先生が司会を務められ、まず、電子情報工学科長の

岸野文郎先生のご挨拶がございました。岸野先生から

は学生諸君に「自ら行動を起こし、自らの手で世界を

引っ張っていくように」とのメッセージが贈られまし

た。次に、谷口研二先生（本会副会長）に「電気系の

歴史」と題してご講演いただきました。谷口先生に

は、1908年の大阪高等工業学校電気科創設からの100

年にわたる歴史を、中之島、東野田、吹田へのキャン

パス移転、通信工学科、電子工学科、情報システム工

学科、超高圧電子顕微鏡センター、レーザーエネル

ギー学研究センターなどの学科、センターの拡充など

を軸にわかりやすくご紹介いただきました。続いて、

電気電子情報工学専攻長の河崎善一郎先生に「電気系

の将来展望」と題してご講演いただきました。河崎先

生は、学問・技術の成熟が、その陳腐化を招くこと

に警鐘を鳴らされ、「現代社会を作りあげてきた電気

系、ないものを次々と生み出してきた電気系」の自負

を胸に一緒に研究を盛り上げていこうと学生を鼓舞さ

れました。また、三間圀興先生には、「レーザーエネ

ルギー学研究センターの歴史」と題して、1949年の核

融合懇談会（湯川秀樹初代会長）にはじまる日本にお

ける核融合研究の歴史と電気工学第３講座（山中研究

室）での研究に淵源をもつセンターの歩みについて詳

しくご紹介いただきました。さらに、副学長の西尾章

治郎先生には、「情報科学研究科の生い立ちと歩み」

と題して、「情報」という言葉の意味にはじまり、21

世紀に起こるであろう学問分野の融合を見据えてなさ

れた情報科学研究科の創設の重要性までを広くご講演

いただきました。最後に、本会会長白川功先生より、

本会のご紹介、ビジネス界で広く活躍する本会会員の

ご紹介があり、「心を入れ替えて頑張るように」との

激励の言葉を頂戴しました。諸先生方には熱弁をふ

るっていただき、予定時刻を30分ほど超過して、18時

に講演会を終了いたしました。学生諸君も、普段の講

義以上に熱い先生方の語り口に、100年の重みを身を

もって感じたようでした。

河崎教授



― 9 ―

三間圀興教授　最終講義

　レーザーエネルギー学研究センター教授・三間圀興

先生は、平成３月31日をもって定年退職されることと

なりました。ご退職にあたり、最終講義が平成21年２

月20日（金）午後３時よりレーザーエネルギー学研究

センター４階大ホールにて行われました。当日は、当

センター、工学研究科など学内の職員、学生は勿論、

学外の多くのゆかりのある方々が聴講に来られまし

た。萩行政憲副センター長の司会のもと、講義に先立

ち、疇地宏副センター長による紹介、河崎善一郎先生

（工学研究科電気電子情報工学専攻長）からご挨拶を

賜りました。

　「抽象と写実の科学」と題された講義では、抽象的

な「能、文楽」と写実的な「歌舞伎」の間に生きた近

松門左衛門の虚実皮膜をご自身の研究人生に重ね合わ

せて語られました。特に抽象的に分類される基礎プラ

ズマ研究では、大阪大学着任前後に、山中千代衛先

生、山中龍彦先生、ならびに西川恭治先生のご指導

のもとレーザー異常吸収に関する研究をされたこと

（1975年）、ベルテレホン研究所では長谷川晃先生と

磁場核融合の自己組織化による異常輸送現象に結びつ

くプラズマ磁気乱流輸送理論Hasegawa-Mima方程式を

導出されたこと（1978年）、さらに波と粒子の相互作

用であるレーザー粒子加速、自由電子レーザーなど、

長年語り継がれている著名な研究業績の誕生の経緯に

ついて述べられました。

　これらの研究の写実として核融合研究があり、プラ

ズマ研究だけでなく激光XII号レーザーの建設では、

設備を担当して接地抵抗計算を手掛けたことまでご披

露されました。中性子発生数、高密度圧縮の世界記録

では理論面で全力を尽くされ、その後の高速点火核融

合でも核心部分の相対論レーザープラズマ相互作用を

はじめ高速点火統合コード構築にご尽力され、特に、

理論研究面だけでなく、高速点火プロジェクトのリー

ダーであるセンター長としての責務を負いながら陣頭

指揮をされてきたことは抽象と写実の世界を知り尽く

した先生だからこそ成し遂げられたことではないで

しょうか。

　海外との結び付きも強く、1973年に参加された「国

際プラズマ夏の学校」以降、世界各地の研究者との交

流風景として、昔懐かしい、また、先生の人柄の良さ

が十分伝わる数々の写真をご紹介されました。理論グ

ループ恒例の登山活動風景写真だけでなく、海外出張

時の景色、講演風景など先生がお描きになった写実画

（？）なども初めて公開され、先生の隠された才能を

窺い知ることができました。

　講義終了後、先生の御指導・御活躍に感謝の意を込

め西村秘書から花束が贈呈され、会場からの大きな拍

手の中、先生はご退席されました。その後開催された

懇親会では、多くの方々に囲まれ、賑やかなご歓談が

続きました。

（長友　英夫（レーザーエネルギー学研究センター）

 記）

まいど衛星宇宙へ

　去る１月23日午後12時54分、種子島宇宙センターか

ら地球観測衛星いぶき（GOSAT）の相乗り衛星の一つ

として、まいど衛星が宇宙へ旅立ちました。まいど衛

星は、東大阪の中小企業の社長さん達が、旗振り役を

演じて実現した衛星としての知名度は高いのですが、

衛星の利用目的である雷放電観測を担当しているの

が、澪電会のメンバーでもある電気電子情報工学専攻

情報通信部門環境電磁工学領域の担当であることは、

あまり知られていないようです。実は、環境電磁工学

領域は、このプロジェクトのNEDOへの予算申請時か

ら、ミッション担当として参画しております。そして

まいど衛星が打ち上がった現在、宇宙空間でのVHF波

帯広帯域干渉計を実現するための基礎実験、即ち衛星

を利用しての基礎データの取得や、設計製作した増

幅器やA/D変換器等の、宇宙空間における動作確認を

行っております。まいど衛星のこれまでは、ともすれ

ば人気先行、話題先行でありましたが、漸く地道なそ

して堅実な研究が出来るようになったと、環境電磁

工学領域の構成員は喜んでおります。ともかくも、

660km上空の宇宙空間で、自らが設計・製作した電子

機器類が機嫌よく働いてくれていること、そしてデー

タを送り届けてくれていることを考えると、ミーハー

的ですが嬉しさを禁じえない事は事実です。今回の成

功を足掛かりとして、念願の宇宙空間でのVHF波帯広

帯域干渉計実現を目指したいと星空を眺める毎日で

す。ちなみに、干渉計としては2012年に国際宇宙ス

テーション実験棟「きぼう」に装着予定で、牛尾准教

母校のニュース
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授、森本講師が奮闘中であることを書き添えておき

ます。最後に、まいど衛星の外観と、俗に「雷セン

サー」と呼ばれている電子機器類を格納してあるボッ

クスを示して、まいど衛星打ち上げ成功の一報と致し

ます。

 （河崎善一郎（通信・昭48・Ｍ50・Ｄ53）記）

事務局からのお願い

　澪電会事務局へのお問い合わせ事項で目立ちますのは、「終身会員であるのに会費の請求をし

てきた」ということです。これは、大阪大学工業会と澪電会とを混同しておられるためと思われ

ますので、工業会と澪電会との関係について簡単にご説明いたします。

　大阪大学工学部（その前身校を含む）には、学部全体の同窓会「大阪大学工業会」と学科また

は系の同窓会（例えば電気系学科であれば「澪電会」）があります。従って、澪電会の会員のう

ちほとんど全ての方は同時に大阪大学工業会の会員なのです。すなわち、会員構成の面では澪電

会は工業会の下部組織といえます。

　ところが、工業会と澪電会とは財政的には全く独立しておりまして、それぞれが独自に会費制

度を設けております。従いまして、工業会会費を既にお支払いになった方、あるいは工業会の終

身会員の方からも、澪電会会費（年会費一律4,000円）を頂戴しております。また、澪電会では

終身会員制は設けず、毎年会費をお納めいただいております。

　会報や名簿の発行などを含め、澪電会の活動は全て会員各位からの会費に依存しております。

澪電会の健全財政のため、今後とも会費納入につきましてよろしくご協力のほどお願い申し上げ

ます。

　なお、勤務先、住所の変更などに関しましては工業会とは別途に、澪電会にもお知らせくださ

いますよう切にお願い申し上げます。

　　　　　VHF広帯域波形測定器“雷センサー”　　　　　　　　　まいど１号　　（いずれも実物）
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　本領域は1969年（昭和44年）の工業教員養成所閉鎖にともない、振り替えとし

て設置された電気工学科第六講座（組織工学・生体工学）に端を発する。1971年

（昭和46年）に藤井克彦教授が着任され、1983年（昭和58年）まで担当された。

その後1984年（昭和59年）より1992年（平成４年）まで鈴木胖教授が担当され、

同年から2007年（平成19年）まで辻毅一郎教授が担当された。2008年（平成20

年）４月より舟木剛が担当し現在に至っている。なおこの間、1989年（平成元

年）には学制改組により講座名が担当する教育・研究内容を表す組織工学講座に

改められ、1996年（平成８年）には大学院重点化にともなう改組により、新しく

大学院工学研究科電気工学専攻システム・電力工学講座に組み入れられ、システ

ム工学領域という分野で教育・研究を実施することとなった。また2005年（平成

17年）には改組・再編にともない電気電子情報工学専攻の所属となりパワーシス

テム領域と名称を改めている。現在の研究室常勤教員は舟木のほか、杉原英治准

教授、佐伯修助教の合計３名である。

　本領域では、現代社会の基盤を支え、将来に亘って持続可能な発展に不可欠な

電力・エネルギーや交通・物流等の社会インフラストラクチャ・システムについ

て、そのあり方をシステム面及びそれを構成する要素面の両面から検討を行って

いる。特に、太陽光や風力などの自然エネルギーをはじめとする再生可能エネル

ギーを高効率かつフレキシブルに利用するだけでなく、燃料電池等による水素エ

ネルギー利用や、コジェネレーションによる熱エネルギーの有効利用、鉄道や電

気・プラグインハイブリッド自動車を対象とした高度道路交通情報システムによ

るモビリティと既存の電力エネルギーシステムとの融合をはかった社会システム

の実現を念頭に、教育・研究を行っている。すなわち、電力・エネルギー変換素

子・蓄電素子・スイッチングデバイス等のシステムを構成する個々の要素からモ

デル化を行い、システムモデル構築へとつなげ、得られたモデルをもとに最適な

社会インフラストラクチャ・システムを設計することで、地球規模の課題となっ

ている環境・エネルギー問題の解決を目指している。

　具体的には、現在下記の研究テーマに関するプロジェクトを実施している。

・パワー半導体デバイスを用いた電力変換によるエネルギー利用の高効率化に関

する研究

・二次電池、電気二重層コンデンサ等の電力・エネルギー変換、蓄電要素のモデ

リング・制御に関する研究

・電力変換回路における半導体素子のスイッチング動作と、それに伴い生じる

EMC課題に関する研究

・センシングとアクチュエーションを一体化したモーションコントロールに関す

る研究

・電力エネルギーシステムのダイナミクス・最適化に関する研究

・都市エネルギーシステム計画に関する研究 

・分散型電源を考慮した電力システムに関する研究 

　国立大学の独立行政法人化以後大学を取り巻く状況が厳しくなり、産官学連携

による研究体制の充実・成果の社会還元が求められております。幸いにも大阪大

学は、諸先輩方のご尽力によりこのような戦略に秀でており、本領域においても

これを見習い、発展させていきたいと考えております。景気低迷の折、特に産業

界におかれては厳しい状況にあるとは存じますが、今後とも澪電会会員の皆様の

ご指導・ご支援を賜りますようお願い申し上げます。

新研究室紹介

工学研究科

電気電子情報工学専攻

システム・制御工学講座

パワーシステム領域

教授　舟木　　剛

（電気・平３・Ｍ５）
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　本領域は、昭和57年４月にレーザー核融合研究センターに設置された「エネル

ギー伝達工学部門」に端を発する。当初はセンター長山中千代衛教授が担当（兼

任）され、ガラスレーザー激光XII号の建設にあたって我が国初の大型レーザー

システムの開発に関する研究が展開された。当部門は平成４年４月に「核融合ド

ライバー制御工学部門」に改組、平成５年６月より中塚正大教授が担当され、そ

の後平成16年４月にセンターが「レーザーエネルギー学研究センター」に改組さ

れた際に、「パワーフォトニクス研究部門・光量子材料研究領域」に移行した。

平成20年２月より白神宏之が担当し、さらに平成20年12月より領域名を「光・量

子システム研究領域」と改め、現在に至っている。現在の教員は白神の他、藤田

尚徳准教授、椿本孝治助教の３名である。

　本領域では、光の時代を支える新しい光、レーザーを研究対象とし、高出力

レーザーとその応用を光・量子システムとして捉え、レーザー材料、システム設

計、非線形光学、コヒーレンス制御から、高出力レーザーと物質の相互作用、核

融合プラズマ制御とその極限計測など、広い範囲の研究を実施している。

(1) 核融合プラズマ制御とその極限計測

　レーザーエネルギー学研究センターでは高速点火方式レーザー核融合の科学

実証を目指したFIREXプロジェクトを、核融合科学研究所や全国の大学・研究

機関等との協力のもとに推進している。激光XII号（10kJ/1ns）の高出力レー

ザー光照射により核融合燃料を高密度に圧縮する際の爆縮対称性、超高強度超

短パルスレーザー注入による高速点火加熱時の加熱ダイナミクスなどの解明と

制御に関する研究、およびそれらのために必要となる超高速度高分解能プラズ

マ診断技術の開発を行っている。現在、加熱レーザーとして新たにLFEXレー

ザー（10kJ/1～20ps）を建設し、燃料温度の上昇を実証する実験を開始してい

る。

(2) 高出力レーザーの研究

　高平均出力Nd:YAGレーザー、太陽光励起レーザー、ファイバーレー

ザー等の高出力レーザー開発を実施している。Nd:YAGレーザーにおいて

は、１パルス（50mJ，10ns，５MW）を繰り返し数100kHzにおいて得てい

る。これは５kWの平均出力に相当し、レーザーピーニングによる物質改

質等の産業応用が期待されている。太陽光励起レーザーにおいては、約

200Wまでの出力を達成した。将来的には、宇宙においてこの種のレー

ザーを動作させることにより、環境破壊を伴わないエネルギー開発に

つながると考えている。また、高平均出力レーザーで問題となる熱効

果の自動補償の研究、レーザー光の位相・偏光を制御することにより

レーザー光の特性を最大限に生かす研究、先述のLFEXなどレーザー光をパルス

圧縮し超高強度を得る研究等を実施している。

　また本領域は、工学研究科電気電子情報工学専攻、システム・制御・電力コー

スのレーザーエネルギー学講座［光・量子システム研究領域］（協力講座）とし

て、学生の教育・研究指導に携わり、講義としては「パワーフォトニクスシステ

ム」、「先端レーザー工学特論」等を担当している。

レーザーエネルギー学研究センター

パワーフォトニクス研究部門

光・量子システム研究領域

教授　白神　宏之

（電気・昭54・Ｍ56・Ｄ59）
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　本研究室は大阪大学レーザー核融合研究センター（現レーザーエネルギー学研

究センター）の西原功修教授が昭和59年５月に昇任された時を起源とする。その

後、平成16年４月のレーザーエネルギー学研究センターへの改組により、現在の

領域となった。西原教授が平成20年３月で定年退職された後、准教授２名が研究

室を引き継いでいたが、平成20年10月に實野が教授となった。

　研究室は大きく分けて２つの分野を担当しており、レーザー核融合におけるプ

ラズマの理論・シミュレーション研究と、レーザー核融合に必要な大型レーザー

装置の要素研究に分けられる。レーザープラズマの研究は村上が、レーザー要素

技術を實野が担当している。以下にその概要を紹介したい。

プラズマ理論・シミュレーショングループ（村上准教授）

(1) レーザー核融合　―人類究極のエネルギー源を求めて―

レーザー核融合では、直径わずか３ミリメートル程度の燃料球に多数のレー

ザー光線照射し、重水素・三重水素燃料を個体の数千倍に圧縮し、温度を１億

度付近にまで加熱して核融合反応を起こし、エネルギーを取り出そうという研

究である。これまで、レーザー照射、爆縮、燃焼といった重要課題を理論・シミュレーションの手法で研究して

きた。2004年、新しい点火方式を発明し「衝撃点火」と命名した（特許取得済）。現在、阪大が中心となり米国

とロシアが参画して国際共同研究を展開している。「衝撃点火」がこれまでの「中心点火」、「高速点火」を超え

る第三の点火方式としてレーザー核融合の新たな潮流となる事を信じ研究を続けている。

(2) レーザーイオン加速　―医療応用と中性子源開発―

加速器を使った放射線治療のためにテーブルトップのレーザーで生成されたイオンビームを使って癌治療を実現

させるための基礎研究において、物質と超高強度レーザーの相互作用には未解明の問題がまだ多く残されてい

る。我々はレーザープラズマが自然膨張した時にイオンの最大エネルギーがどうなるのかを、自己相似解と呼ば

れる全く新しい数学的厳密解を求める事により解明した。このイオン加速物理をベースとして、ナノクラスター

を使った中性子源開発という応用研究も展開している。

レーザー要素技術研究グループ（實野教授）

(3) 核融合用大型レーザー要素開発　―世界で最も進んだレーザーを求めて―

核融合用の大型レーザー装置には、多くの特殊な要素技術が必要であり、その開発には長年の継続した努力が求

められる。レーザー装置の性能を決めるレーザー損傷機構の研究や、１ｍを超える高精度反射鏡、回折格子など

を作成する研究を行ってきた。その結果、低膨張ガラスへの真空中で使用できる大型反射鏡の蒸着法と、全く新

しい走査露光法による高精度大型回折格子の開発に、関係企業の協力を得て、世界に先駆けて成功した。また、

２枚の回折格子を組み合わせ、あたかも１枚の回折格子のように働かせる組み合わせ回折格子を世界で初めて実

用化した。今後は大口径レーザーの複数ビームを位相結合して、高輝度に集光するなど世界的に例のない研究に

チャレンジしていく予定である。

(4) レーザーの産業応用　―レーザーを産業基盤技術に―

レーザーは一見広く産業界に普及しているように見えるが、装置コストが高いことがネックとなって、産業界の

基礎技術となっているとは言いがたい。この課題を解決するため、加工物の吸収に適した波長を用いたり、低コ

スト・低出力のレーザーを吸収剤と組み合わせた新たなレーザー加工法を開拓し、レーザーの産業界へのより深

い普及を目指した研究を行っている。半導体レーザーを用いたアモルファスシリコンの結晶化から始まり、現在

この方式をガラスの局所焼き入れによる強化、透明導電膜の焼成、真空プロセスを用いない太陽電池の作成など

に展開しつつある。また、レーザーによるフルカラーのパーマネントマーキングも簡便な方法で可能となってお

り、今後の産業応用が期待される。

レーザーエネルギー学研究センター

光・量子放射学研究部門

放射流体プラズマ研究領域

教授　實　野　孝　久
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Mohammed Saad Khan（電子・平７・Ｍ９）

　阪大への入学から17年、卒業し、サンテック（株）へ入社してから12年が過ぎようとしています。自分の近況を

皆様に伝えようと真剣に考えれば考える程良い経験しか覚えてないことに気づきました。「卒業生の近況」につい

て書こうとしていることに不思議な感じがしています。

　幸せになりたかったです。人並み以上に幸せと思っています。

　バングラデシュでの日本への留学面接のことを思い出します。18歳の学生が何も決まってない段階で「大阪大学

に入りたい」と面接官に答えていました。大学で多くの良い友達や先生（日本人＆外国人）にめぐり合ったことや

人間性あふれる西原先生のご指導が現状に大きく影響を与えました。感謝します。

　サンテック（株）はOptopia（Opto-Electronic + Utopia；良い社会形成にOpto-Electronicを通じて貢献す

る。）を理念にしたベンチャー企業で、Opto-Electronic機器やサービスの開発・製造・販売を行っています。入社

当時は40人ぐらいの小さな会社で、一人何役もやっていました。入社１年後に当社の当時のヒット製品「波長ロッ

カー；WDM光通信用部品」の技術担当になり、開発・製造・品質・購買にアクティブに関わりました。日本語の微

妙な表現に自信がなかったので、営業には積極的に関わらなかったが、物の創造から販売までの一連の流れを実務

で行える貴重な体験をさせていただきました。

　光通信バブルに乗って会社が大きくなったり、バブルの壊れで小さくなったりしていますが、その中で人・物・

金の考え深い流れを近くで見られて非常に良かったです。光通信分野で売れるものを創造するのが現状のミッショ

ンです。この数年はいろいろと悩んだり、様々な製品を試作したりしています。今年はコヒーレント光通信向け低

コスト、小型90度Optical Hybrid Module（コヒーレント光通信の受信側に必要な部品）の開発を行っています。

開発・試作のときに絶対ヒットすると思っていつもやっていますが、外れる場合が多々あります。今回の製品はど

うなるのでしょうか。これからもこのような状況を続くでしょう。当り／外れは重要ですが、一所懸命に、根気よ

く努力することがそれ以上に重要と思っています。

 （サンテック㈱）

菅原　弘人（通信・平９・Ｍ10・Ｄ12）

　先日、リクルータとして久しぶりに吹田キャンパスを訪れました。E3棟のエレベータをはじめ、昔の面影が随所

に残っており、懐かしさを覚えたものです。「卒業生の近況」ということで、卒業してからこれまでを振り返りな

がら、経験したこと、感じたことを書かせていただきます。

　私は2000年に通信工学専攻の博士後期課程を修了した後、イギリスのアストン大学に留学しました。この大学

は、当時私が取り組んでいた光ソリトンの研究が盛んで、研究員として働きながら、イギリスでの生活を楽しみま

した。異国での生活は思いもよらぬ出来事の連続です。カルチャーショックと言ってしまえばそれまでですが、私

はこうした違いを経験するたび、なぜそれが生まれたのかを考えていました。深く思いを巡らせてみると、その

国、その地域の考え方や文化が見えてくるものです。こうした経験を通して、物事の本質を見抜く力を身につけた

ことは、留学で得た最も大きな成果だったかもしれません。

　帰国後、2001年にNECに入社しました。その後は一貫して研究開発に携わっていますが、その中では色々と新し

いことに挑戦してきました。当初私は、大学時代に学んだ知識を活かして光通信の研究開発に携わっていました。

１年目から大きなテーマを与えられ、業界最大の国際会議で数百人を前に発表する機会も与えていただきました。

ところが、２年目には研究テーマの変更を余儀なくされたのです。ITバブルの崩壊により、光通信業界が大きな打

撃を受けたことがきっかけでした。その後は、より顧客に近いところの研究がしたいとの思いから、ネットワーク

卒業生の近況
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サービスの研究に取り組みました。こうした研究では、幅広い領域の知識を持つことが求められます。顧客の課題

を解決するためには、一つの領域だけでは不十分だからです。私は、無線ネットワークのエリア設計のための電波

伝搬を基軸として、画像解析やユーザインターフェースなどの研究にも取り組みました。ユーザインターフェース

の分野は、必ずしも数学や物理学などの裏付けが無い分、コンセプトや哲学を大事にしています。こうしたスタイ

ルは非常に斬新で、私の研究スタイルにも大きな影響を与えています。

　振り返ってみると、異文化・異分野との交流が、私の仕事の礎になっていると感じます。多くの学問や技術が成

熟期を迎えた今、今後私たちは、顕在化していない課題の解決に取り組まなければなりません。こうした時代だか

らこそ、様々なバックグランドを持つ人同士の交流によって、新しいアイディアを見出していくことが重要と感じ

ています。決して簡単ではありませんが、実践していきたいと思っています。

 （日本電気㈱）

中島　弘朋（電気・平９・Ｍ11、電磁・Ｄ21）

　防衛省（入ったときには庁でしたが）技術研究本部に入ってから約10年経ちました。大学では制御工学を専攻し

ていましたが、配属されたのは全然関係のない地雷探知・処理の研究室でした（配属希望はロボットの研究室だっ

たのですが）。そこでは磁気センサや地中探査レーダーの研究が行われており、私はあわてて電波工学を勉強し直

すはめになりました。ちゃんと講義を取っておけば良かったと激しく後悔しましたが、後の祭りで、未だに理論の

根幹部分で弱いところがあると、痛感させられるときがあります。

　軍事技術にはよくイタチごっこという言葉が使われますが、残念ながら地雷探知は、埋める方よりも、探す方が

圧倒的に不利な分野です。磁気センサや地中探査レーダー以外にも、音波、Ｘ線、中性子、核四重極子共鳴、ラマ

ン散乱、臭い、などなど非常に多種多様な探知手法が、国内外の多くのグループで研究されていますが、残念なが

らどの探知手法も、「これだけで完璧です」といった性能のものはありません。当分は、伸びてくる新技術でのブ

レークスルーを期待しながら、既存の技術の組み合わせや、改良に勤しむことになりそうです。

　実は３年前から研修で、再び大阪大学に戻り、レーザーエネルギー学研究センターで、レーザープラズマを利用

した離隔型の地中探査レーダーに関する研究をさせてもらっています。これは探知性能は従来の地中探査レーダー

と同等のまま、探知領域を延伸しようというものです。この研究がうまくいけば、危険な地雷原に近づかなくて

も、地雷の埋まっている場所を特定することができます。レーザーとプラズマに関する知識は、入学後一から習得

しないといけなかったので苦労しましたが、周りの方々から手厚いご支援をいただき、なんとか成果を出すことが

できました。この３月に研修を終えて防衛省に戻ります。研修での成果は、まだ実用には更に改良を要するところ

がありますが、これを利用して少しでも探知器の性能を向上できたら良いなと考えています。

 （防衛省）

古橋　英俊（情報・平10・Ｍ12）

　私は1998年春に情報システム工学科を卒業後、電子情報エネルギー工学専攻で修士課程を終え、2000年春に近畿

日本鉄道株式会社へ入社しました。社会人になり間もなく９年が経ちますが、様々な経験をしながら充実した日々

を過ごさせて頂いております。

　入社後、新入社員研修を経て、全国的に有名な近鉄花園ラグビー場の近くにある東花園通信区に配属されまし

た。通信区とは、いわゆる現場であり信号設備や踏切設備や無線設備などの保守や工事を直接担当する部署です。

ここで約３年半、現場の作業を肌で感じながら知識等を身につけて、最終的には難波線の電子連動装置化工事や、

けいはんな線開業に関わる工事の担当助役をさせて頂きました。工事終了後、自分が担当した新しい設備で列車が

無事運行した時には、非常に感動しました。
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　その後異動した鉄道事業本部企画統括部電気部では、電気設備の長期的な設備投資や新規設備の計画などを担当

し、主な業務として鉄道ICカード等の導入に向けた通信ネットワーク検討・設計に携わりました。次に、資材部に

異動となり購買業務の改革を担当し、内部統制システムの整備や、業務コストや仕入れコストの削減に取り組むな

ど技術部門から離れた業務でしたが、企業間取引や関連法令に深く関われた経験は大きな財産だと思っています。

　現在は、通信区など電気関係の現場を統括する鉄道事業本部大阪輸送統括部施設部電気課に所属し、業務全般の

総括およびエレベーターなどのバリアフリー設備を担当しています。バリアフリーについては、人にやさしい駅を

目指し設計・計画するとともに、国や関係自治体の法令や基本方針等に基づき、順次整備を進めるために国や関係

自治体にもご協力頂くべく協議も行っています。

　今後も様々な経験を積み、知識を身に付け、バリアフリー設備やICカードなどのように、お客様にとって少しで

もシームレスな鉄道ネットワークの構築を目指したいと思っています。また、シームレスということでは、阪神電

鉄との相互直通運転が今年の３月20日に始まり、１本の列車で神戸と奈良が大阪難波を経由して結ばれます。会誌

をお読みの方々にも是非ご乗車頂ければと願っています。

 （近畿日本鉄道㈱）

学生の声

Alex Valdivielso Chian（電気電子情報工学専攻　システム・制御・電力工学コース・Ｍ２）

　中学生の時、日本のロボットコンテストをテレビで見ました。ロボットとオートメーションに興味を持つように

なって、日本で勉強するのが私の夢になりました。2006年についに日本の文部科学省から奨学金をいただくことが

でき私の夢が叶いました。

　2006年４月に来日しまして、大学の留学生センターで日本語を勉強し始めました。初めは日本語があまり分から

なかったので、一人で買い物をしたり、銀行口座を開いたり、レストランで注文することができなく、困っていま

した。留学生センターで日本語を勉強し少しずつ日本語がわかってきましたが、まだ十分ではないと思っていて大

学院生としてやっていけるかどうか不安でした。

　2007年４月、とうとう研究室に配属されて修士課程のコースを始めました。その時、状況は思ったより大変にな

りました。授業で先生の説明が理解できなかったし、研究室の輪講の資料が読めなかったし研究室の仲間とあまり

喋れなくて、迷子になってしまった。私の夢は悪夢になってしまったと思っていました。でも、せっかく日本で勉

強する機会をいただいたのにここであきらめてばいけないと思って、これから毎日単語を覚えながら電子辞書で授

業や輪講の資料を読むことにしました。そうすると１ヶ月後２時間で６ページの日本語の論文が読めるようになっ

てきました。今でも日本語の論文や資料を読むこと、セミナーや学会で発表することが多く、さらにチューターの

おかげでだんだん日本語が上達しています。

　今、自分の考えを伝えられるようになって、日本人の友達もやっとできて、いよいよ卒業でき嬉しいと思います

が、まだ満足していません。日本に学びたいことがまだ残っており、オートメーションなどの最高の知識レベルを

学ばずに帰国したくないと思います。そのため、博士課程へ進学するつもりです。また悪夢に陥るかもしれません

が、絶対頑張ろうと思っています。

　最後になりますが、研究室への所属を認めてくださった熊谷先生ありがとうございました。今までご指導をくだ

さった宮本先生とお世話になった熊谷研究室の皆さん心からありがとうございました。そして、次のステージもよ

ろしくお願いします。
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Kittichungchit Varutt（電気電子情報工学専攻　量子電子デバイス工学コース・Ｍ２）

　奨学生として人生初めての留学生活は2002年の春、留学先は日本です。挨拶と簡単な表現しかわからない状態で

来日した私の最初のころの留学生活は、緊張感と好奇心があふれて楽しかった毎日でしたが、決して楽な生活とは

言えません。言語の壁などの問題ももちろんありましたが、日本で生活してきた経験で言うと、文化の違いによっ

て人間関係がうまくいかないことが外国人である私にとって一番辛いことです。コミュニケーションが円滑にいか

ないことが多々ありました。

　私にとって日本の社会は「頑張る者は必ず報われる」という主義で物事が平等に扱われて非常にはっきりとした

社会でよかったと思います。しかしその反面、自分のために必死にがんばり、他人への思いやりが薄まったり傷つ

けたりしてしまうことや、無理に自分への追い込みをかけてしまったことも多々見かけられて、否定できない厳し

い社会になっています。

　しかし、この近年の日本では国際的な考えがより積極的に受け入れられるようにも感じています。私が生活して

いる環境では国際的な視点の広い方々が多く、いつも日本のことや生活に役に立つ情報を親切に教えてくれまし

た。大学生活は理系学生なので大学での勉強や研究の時間が大半でした。長い間、日本で過してきた私にとって

は、自分の成長を支援し続けてきた大事な場所が大阪大学（そして、来日の初期に日本語を習った旧大阪外国語大

学）でした。いろんな場面で親切に接してくれて、サポートしてくれたのは、先生の方々をはじめ、大学の先輩や

仲間たち、大学の職員たちなどでした。大阪大学では留学生のための情報提供や支援活動も十分にあって、世界に

誇れる国際的な大学だと思います。時々、図書館と購買部の早い終了時間など、研究生活のサポートが不十分だと

感じ、少し不満なところはあったけれど、研究者にも休憩時間が必要だと言い聞かせてくれるようにと逆に嬉しく

思ったこともあります。学生生活を終えても、大学で経験した嬉しかったことや辛かったことを思い出すたびに、

私はいつも感謝の気持ちでいっぱいになるのでしょう。

山下　広展（情報システム工学専攻・Ｍ２）

　私は電気情報エネルギー工学科を卒業し、情報システム工学専攻の中前研究室で先生方のご指導の下、研究、勉

学に取り組んできました。６年間に渡る大阪大学での学生生活を振り返ると色々な刺激に恵まれた、充実した６年

間だったように思います。

　一つは様々な人との交流による刺激です。学部生の間は空手道部に所属していましたが、そこでは学部・学科を

超えた交流を持つことができました。研究内容はもちろん物事に対する考え方、将来の展望など全く異なる人たち

と時間を共にするのは面白く、自分を見つめ直す機会にもつながりました。学部４回生になると研究室に配属さ

れ、以降研究に関して先生方･先輩方にご指導していただいてきました。問題に対する助言をいただくたびに先生

方･先輩方の知識の豊富さに驚き、それと同時に自分の勉強不足を思い知らされ、研究に対する姿勢についても多

く学ぶことができました。また、研究室の友人とは、お互いに研究の問題点について話したり、関係ない馬鹿な話

をして励まし合い、競い合うことが出来ました。

　もう一つは挑戦することの刺激です。研究では正解ははっきりと見えないものですが、その中で問題を解決し、

より良い結果を得られるように工夫しなければなりません。自分なりに解決法を考えることは大変な苦労であり、

うまくいくことはなかなかありませんでしたが、それが結果につながったとき、大きな達成感を得ることが出来ま

した。

　大学生活も間もなく終わりを迎えます。まだまだ一人前になったとは言えませんが、これらの刺激を受けたこと

は自分の財産となり、これからの社会人生活に活かすことができると思います。また、新たな刺激を受けていくこ

とになると思いますが、これらを吸収してさらに成長していきたいと思います。

　最後になりましたが、６年間に渡りご指導していただきました先生方、様々な助言を下さいました先輩方、時に

研究のことを忘れ一緒に遊んでくれた友人たちに深く感謝いたします。
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Suresh Malinda Nissanka（電気電子情報工学専攻　情報通信工学コース・Ｍ２）

　私は2001年の春に国費留学生として来日してから８年経ちます。最初は東京の国際学友会日本語学校で日本語を

学び、それから香川県の詫間電波高専に入学しました。大都会の東京と地方の香川の違いは信じられないほどでし

た。東京の常に急いでいる人々に比べ香川は心温かいゆったりした人々ばかりでした。しかし、日本語の下手だっ

た私には香川の方言は分かりにくくコミュニケーションをとることがかなり困難でした。しかし、努力と周りの助

けにより徐々に日本語が上手になり、以前よりも日本を楽しむことができました。また、田舎の優しさを通してそ

れまで知らなかった日本の一面も知りました。

　３年間の高専生活を終えて大阪大学に編入学してからあっという間に４年過ぎてしまいました。大阪に出てきた

時には新しいところでのゼロからのスタートに対して多少不安もありましたが、大学ではすぐに友達ができ、その

不安も解消して大学生活を楽しく送ることができました。

　学部４年生になり、研究室に配属されてからはそれまでに経験したことのなかったことばかりでした。輪講、研

究室ミーティング等での発表、学会発表または論文の投稿等幅広いことを経験することができました。また、共同

研究を通して実際に民間企業の研究施設に立ち入って実験を行うなど貴重な経験もできました。研究室では自分は

留学生というよりも一人の後輩として先生や先輩にいろいろ教えて頂きました。

　国費留学生の期間は学部卒業までだったために、修士課程では私費留学生として留学生活の厳しさを新たに実感

しました。他の奨学金の申請等はかなり困難なタスクでしたが、研究室の先輩がまるで自分のことのように時間を

かけて申請書類作成に協力してくれたお陰で、新しい奨学金をもらい幸い勉学と研究に専念することができ、研究

者としても人間としても成長できたと感じる２年間でした。また、研究室のイベントを通していい思い出を作るこ

ともできました。

　３年間の研究室生活は研究に限らず、社会に出て活躍するために必要な多様なスキルを身につけた期間でした。

また、尊敬する先輩、頼れる仲間ができたことをなにより嬉しく思っております。これからは、留学期間中の経験

や、勉学や研究を通して身に着けた知識、スキルを活用して社会人として新たなチャレンジに挑戦します。これか

らもよろしくお願い致します。
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受賞（学会賞・学会フェロー称号等）

薦田憲久　先生（電気・昭47・Ｍ49）

電気学会フェロー

西尾章治郎　先生

平成20年度「情報通信月間」近畿総合通信局長表彰

西尾章治郎　先生

原　隆浩　先生（情報・平７・Ｍ９）

情報処理学会論文賞

森　勇介　先生（電気・平元・Ｍ３）

文部科学大臣表彰・科学技術賞（研究部門）

阿部真之　先生（電子・Ｄ平11）

日本学術振興会ナノプローブテクノロジー第167委員

会ナノプローブテクノロジー（平成19年度）

演口智尋　先生（電気・昭36・Ｍ38・Ｄ41）

応用物理学会フェロー

吉野勝美　先生（電気・昭39・Ｍ41・Ｄ47）

応用物理学会フェロー

中塚正大　先生（電気・昭41・Ｍ43・Ｄ48）

応用物理学会フェロー

佐々木孝友　先生（電気・昭42・Ｍ44）

森　勇介　先生（電気・平元・Ｍ３）

日本結晶成長学会技術賞

森田清三　先生

American Vacuum Society（AVS）Albert Nerken 

Award for 2008

栖原敏明　先生（電子・昭48・Ｍ50・Ｄ53）

応用物理学会フェロー

朝日　一　先生

応用物理学会フェロー

大森　裕　先生（電気・昭47・Ｍ49・Ｄ54）

電子情報通信学会フェロー

大森　裕　先生（電気・昭47・Ｍ49・Ｄ54）

Micro Optics Conference（MOC）Best Paper Award

森　勇介　先生（電気・平元・Ｍ３）

日本工学教育協会・研究講演会ベストポスター発表賞

児玉了祐　先生（電気・昭60・Ｍ62・Ｄ平２）

米国物理学会フェロー

阿部真之　先生（電子・Ｄ平11）

2008年度計測自動制御学会賞技術賞

衣斐信介　先生（通信・Ｍ平16・Ｄ18）

電子情報通信学会論文賞

森永規彦　先生（通信・Ｍ昭40・Ｄ43）

三瓶政一　先生

衣斐信介　先生（通信・Ｍ平16・Ｄ18）

第24回電気通信普及財団賞（テレコムシステム技術

賞）

就任（学会の要職等）

森永規彦　先生（通信・Ｍ昭40・Ｄ43）

広島国際大学　学長（2008年４月）

宮原秀夫　先生（通信・昭42・Ｍ44・Ｄ48）

電子情報通信学会　会長（2008年５月）

北山研一　先生（通信・昭49・Ｍ51）

電子情報通信学会　評議員（2008年５月）

村上孝三　先生（電子・昭46・Ｍ48）

電子情報通信学会　評議員（2008年５月）

河崎善一郎　先生（通信・昭48・Ｍ50・Ｍ53）

電気学会関西支部長（2008年４月）

会員の方々のご活躍
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村上孝三　先生（電子・昭46・M48）

日本学術振興会光ネットワークシステム技術第171委

員会委員長（2007年12月）

谷口研二（電子・昭46・Ｍ48）

日本学術振興会産学連携研究委員会　評議員（2009年

１月）

杉野　隆（電気・昭47・Ｍ49）

日本真空協会　関西支部　支部長（2009年１月）

谷口研二（電子・昭46・Ｍ48）

応用物理学会　評議員（2009年４月）

澪電会会費納入のお願い

　澪電会の財政状況は、諸般の事情により非常に厳しい状況にあります。本会の活動は全て会員

各位からの会費に依存しております。本会の活動をより活発にするために、何卒、平成21年度会

費（4,000円）の早期納入（できれば６月末日までに）にご協力賜りますようお願いする次第で

あります。卒業年度の新しい会員各位の納入率が低くなっております。卒業して間もない方々

も、是非ご協力のほどお願い申し上げます。

　会費納入の便宜を図るため、銀行口座からの会費自動振込制度およびコンビニエンスストアで

の会費納入システム（平成12年10月から導入）も採用しておりますので、是非ご利用下さい。な

お、平成19年５月より、コンビニエンスストアでの会費納入システムの取扱業者を変更すること

になりました。平成19年４月以前に比べ、会費の納入が可能なコンビニエンスストアが若干変更

しておりますので、ご利用の際にはご注意下さい。また、自動振込の銀行口座を変更ご希望の場

合は、澪電会事務局までご一報くだされば、折り返し口座変更手続きに必要な預金口座振替依頼

書をご送付いたします。

　なお、大学学部卒業時から53年を経過した方の会費は免除になっておりますので、納入の必要

はございません。また、未納の過年度会費はご請求申し上げないことになっております。

 会計幹事
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平成21年度電気電子情報工学専攻役割分担

大学院専攻

電気電子情報工学専攻長 河崎善一郎　教授

電気電子システム工学部門長 上田　良夫　教授

情報通信工学部門長 馬場口　登　教授

量子電子デバイス工学部門長 片山　光浩　教授

システム・制御・電力工学コース長

 舟木　　剛　教授

先進電磁エネルギー工学コース長 飯田　敏行　教授

情報通信工学コース長 小牧　省三　教授

量子電子デバイス工学コース長 森田　清三　教授

電子情報工学科

電子情報工学科長 岸野　文郎　教授

電気電子工学科目長 栖原　敏明　教授

システム制御電力コース長 舟木　　剛　教授

先進電磁エネルギーコース長 飯田　敏行　教授

量子電子デバイスコース長 栖原　敏明　教授

情報通信工学科目長 尾上　孝雄　教授

情報通信工学コース長 〃 　　　

就職担当

電気系就職担当代表窓口 飯田　敏行　教授

電気電子システム工学部門 〃 　　　

情報通信工学部門 小牧　省三　教授

量子電子デバイス工学部門 八木　哲也　教授

電気電子工学科目

システム制御電力コース 飯田　敏行　教授

先進電磁エネルギーコース 〃 　　　

量子電子デバイスコース 八木　哲也　教授

情報通信工学科目

通信工学クラス 小牧　省三　教授

情報システム工学クラス 薦田　憲久　教授

電気系人事（平成20年４月２日～平成21年４月１日）

秋山　豊和 講　師 H20.3.31 退　職

 （京都産業大学講師へ）

清水　敏彦 助　教 H20.4.16 採　用

伊藤　雄一 准教授 H20.6.1 昇　任

 （大阪大学ウェブデザインユニットへ・

 情報科学研究科　兼任）

森本　健志 講　師 H20.7.1 昇　任

 （工学研究科　国際交流室へ・

 情報通信工学部門　兼任）

羽原　英明 准教授 H20.8.1 昇　任

奥野　弘嗣 助　教 H20.9.1 採　用

廣田　悠介 助　教 H20.10.1 採　用

高嶋　和毅 助　教 H20.10.1 採　用

飯塚　博幸 助　教 H20.10.1 採　用

實野　孝久 教　授 H20.11.16 昇　任

松田　崇弘 准教授 H21.1.16 昇　任

新田　直子 講　師 H21.3.16 昇　任

三間　國興 教　授 H21.3.31 定年退職

土居　伸二 准教授 H21.3.31 退　職

 （京都大学教授へ）

小山内　実 講　師 H21.3.31 退　職

 （東北大学准教授へ）

竹内　　亨 助　教 H21.3.31 退　職

 （情報通信研究機構へ）

大原　剛三 助　教 H21.3.31 退　職

 （青山学院大学准教授へ）

長井　圭治 助　教 H21.3.31 退　職

 （東京工業大学准教授へ）

高井　重昌 教　授 H21.4.1 採　用

清水　昌平 助　教 H21.4.1 採　用

吉田　浩之 助　教 H21.4.1 採　用

母校の教壇に立つ本会会員（平成21年度）

・電気電子情報工学専攻「離散事象システム論」

川崎重工業（株）技術開発本部システム技術開発セ

ンターシステム開発部　第三課　上級専門職

長尾　陽一（電子・昭47・Ｍ49）

・電気電子情報工学専攻「特別講義Ⅰ」

JFEスチール（株）東日本製鉄所制御技術室　主任

部員（副部長）

高橋　暢（電子・昭55・Ｍ57）

・電気電子工学科目「産業社会と工学倫理」

福島特許事務所　所長

福島　祥人（電気・昭55・Ｍ59）

教室情報
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・情報通信工学科目「情報社会と職業」

シャープ（株）研究開発本部プラットフォーム開発

センター　所長

上田　徹（通信・昭56）

・情報通信工学科目「情報社会と職業」

シャープ（株）研究開発本部プラットフォーム開発

センター　主任研究員

赤木　宏之（通信・昭57）

・電気電子情報工学専攻「特別講義Ⅰ」

JFEスチール（株）西日本製鉄所制御技術室　主任

部員（副部長）

村山　薫（電気・昭60・Ｍ62）

・電気電子情報工学専攻「特別講義Ⅲ」

（株）NTTドコモ　プロダクト部　担当部長

佐藤　嬉珍（通信・Ｍ平２・Ｄ５）

・情報通信工学科目「情報社会と職業」

シャープ（株）研究開発本部プラットフォーム開発

センター　主事

横川　和征（通信・平４）

・情報通信工学科目「情報社会と職業」

シャープ（株）研究開発本部プラットフォーム開発

センター　主事

上田　宏高（情報・平９・Ｍ10・Ｄ13）

・情報システム工学科目「ソフトウェア工学」

（株）NSソリューションズ関西　産業ソリューショ

ン部　取締役部長

森久　博（情報・Ｄ平12）

お願い

　ご住所・ご勤務先などが変更になられた方は、事務局まで随時ご連絡くださるようお願いいた

します。変更のご連絡は同封いたしました総会の出欠届、平成19年12月に発行いたしました「澪

電会会員名簿」に綴じ込みの「訂正カード」、またはファックス、電子メールでも結構です。ま

た、澪電会ホームページ（http://www.osaka-u.info/~reidenkai/）の「個人情報の修正」から

も変更が可能です。

　会員の受賞の情報、同窓会の開催記事などがございましたら、併せて事務局までお知らせくだ

さい。出来る限り、本会誌に掲載させていただきます。
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平成 21 年３月電気系卒業者・修了者就職先

電気電子システム工学部門（43名）

㈱NTTファシリティーズ

㈱キーエンス

ヤンマー㈱

㈱島津製作所

㈱東芝(2)

㈱日立製作所(2)

㈱野村総合研究所

NECシステムテクノロジー㈱

NTTコミュニケーションズ㈱

アクセンチュア・テクノロジー・ソ

リューションズ㈱

オムロン㈱

シャープ㈱(2)

ソニー㈱

ソニー・エリクソン・モバイルコミュ

ニケーションズ㈱

ソフトバンクモバイル㈱

ダイキンエ業㈱(2)

トヨタ自動車㈱(2)

パナソニック㈱(2)

関西電力㈱(2)

近畿日本鉄道㈱

九州電力㈱

古河電気工業㈱(2)

三菱電機㈱

住友金属工業㈱

西日本旅客鉄道㈱

中国電力㈱

東京電力㈱

日本アイ・ビー・エム㈱(2)

富士通㈱

本田技研工業㈱

帰国

未定(3)

情報通信工学部門（36名)

㈱JSOL

㈱NTTデータ(2)

㈱NTTドコモ

㈱三井住友銀行

西日本電信電話㈱

㈱島津製作所

㈱東芝

日本エリクソン㈱

㈱日立製作所(2)

㈱野村総合研究所

KDDI㈱

NTTコミュニケーションズ㈱

アクセンチュア㈱

キヤノン㈱

サントリー㈱

ダイハツ工業㈱

トヨタ自動車㈱

パナソニック㈱(2)

パナソニック電工㈱

ヤマハ㈱

関西電力㈱

三菱重工業㈱(2)

三菱電機㈱

大阪ガス㈱

日本中央競馬会

富士通㈱

本田技研工業㈱(2)

野村證券㈱

未定(3)

量子電子デバイス工学部門（56名）

㈱IHI

㈱デンソー

㈱ニコン

㈱ヒューテック

㈱リコー

㈱神戸製鋼所

㈱村田製作所

㈱島津製作所

㈱東芝(3)

㈱福井村田製作所

JFEスチール㈱

NECエレクトロニクス㈱

エルピーダメモリ㈱

電気工学科目（３名）

東京大学大学院

㈱デンソー

㈱ダイヘン

通信工学科目（５名）

京都電測㈱

㈱エー・ビー・シーリブラ

㈱JTEKT

日立造船㈱

東洋ビジネスエンジニアリング㈱

電子工学科目（４名）

東京大学大学院(2)

住友生命保険（相）

㈱神戸製鋼所

情報システム工学科目（６名）

東京大学大学院(2)

奈良先端科学技術大学院大学

富士通テン㈱

㈱アクシス

帰国

■学部卒業生の進学・就職先（本会に関わる内部進学者を除く）

　 　

■大学院前期課程修了者
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キヤノン㈱

シャープ㈱(3)

ソニー㈱(4)

トヨタ自動車㈱(2)

パナソニック㈱(3)

パナソニック電工㈱

マツダ㈱

ローム㈱(3)

関西電力㈱

岩谷産業㈱

近畿総合通信局

三菱重工業㈱(3)

三菱商事㈱

三洋電機㈱

住金プラント㈱

住友電気工業㈱

大日本スクリーン製造㈱

大和証券SMBC㈱

凸版印刷㈱

日東電工㈱

日本生命保険（相）

日本電気㈱

本田技研工業㈱

帰国(2)

未定(4)

情報科学研究科（41名）

㈱アイ･エム･ジェイ

㈱アマダ

㈱キーエンス

㈱メガチップス

㈱ルネサステクノロジ(2)

㈱村田製作所

㈱日本総合研究所

㈱日立製作所

㈱野村総合研究所

東海旅客鉄道㈱

NTTデータ通信㈱(2)

オムロン㈱

オリンパス㈱

キヤノン㈱

ゴールドマン・サックス証券㈱

シャープ㈱(2)

ソニー㈱(2)

ソニー・エリクソン・モバイルコミュ

ニケーションズ㈱

トヨタ自動車㈱(2)

パナソニック㈱

パナソニックエコシステムズ㈱

九州電力㈱

三菱重工業㈱

三菱電機㈱

四国電力㈱

大日本印刷㈱

東京エレクトロン ソフトウェア・テ

クノロジーズ㈱

東日本電信電話㈱

日本アイ・ビー・エム㈱

日本電気㈱

㈱日立マネジメントパートナー 

本田技研工業㈱

帰国

未定(3)

電気電子システム工学部門（６名）

京都大学(2)

日本原子力研究開発機構

帰国(3)

情報通信工学部門（６名）

NTT移動通信網㈱

㈱日本総合研究所

日本学術振興会特別研究員

未定(3)

量子電子デバイス工学部門（４名）

大阪大学

㈱東芝

ニッタ・ハース㈱

㈱ルネサステクノロジ

情報科学研究科（11名）

大阪大学(3)

㈱富士通研究所(2)

沖電気工業㈱

㈱シンセシス

三菱電機㈱

日本電気㈱

未定(2)

　 　

■大学院後期課程修了者

注意：会社名等の後ろのカッコ内数字は人数（数字のないものは一人）を表します。調査時（平成21年３月末まで）に回答の

得られたものを（順不同で）記載しました。
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［本部］

会　長

 白川　　功（電子・昭38） 兵庫県立大学

副会長

 田中　祀捷（電気・昭37） 早稲田大学

○鶴保　征城（電子・昭39） 情報処理推進機構

 宮田　昌近（通信・昭40） 金沢工業大学

 白髭　修一（電気・昭46修） 中国電力（株）

 坂入　修二（電気・昭47修） 四国電力（株）

○片山　正昭（通信・昭56） 名古屋大学

 谷口　研二（電子・昭46） 阪大・工・電電情・子

幹　事

 田中　和夫（電気・昭49） 阪大・工・電電情・気

 田中　和浩（電気・昭49） （株）ダイヘン

○伊藤　利道（電気・昭50） 阪大・工・電電情・子

 西村　博明（電気・昭50） 阪大・レーザー

 松永　豊己（通信・昭51） 日本電気（株）

○志賀　信夫（通信・昭53） 住友電気工業（株）

 庄中　　永（通信・昭54） オムロン（株）

 馬場口　登（通信・昭54） 阪大・工・電電情・通

 松井　謙二（通信・昭54） パナソニック（株）

 天野　督士（電気・昭55） シャープ（株）

○田中　史朗（電気・昭56） （株）東芝

 熊澤　宏之（通信・昭56） 三菱電機（株）

 稲田　浩二（通信・昭57） 関西電力（株）

 岸元　泰親（電子・昭57） シャープ（株）

 内海　利也（電気・昭58） 西日本旅客鉄道（株）

 黒部　彰夫（電気・昭58） パナソニック（株）

 田辺　達也（電子・昭58） 住友電気工業（株）

 壇　　　徹（電子・昭58） 三洋半導体（株）

 坂和　洋一（電気・昭59） 阪大・レーザー

 藤田　卓志（電子・昭61） （株）富士通研究所

○西畑　宏昭（電気・昭62） 近畿日本鉄道（株）

 米田　秀弥（通信・昭62） （株）NTTネオメイト

 丸田　章博（通信・昭63） 阪大・工・電電情・通

○藤村　昌寿（電子・昭63） 阪大・工・電電情・子

○西口　芳明（電気・平１） 三菱電機（株）

 山田　佳弘（通信・平２） （株）日立製作所

○尾上　孝雄（電子・平３） 阪大・情報科学研究科

○三浦　克介（電子・平４） 阪大・情報科学研究科

 宮本　俊幸（電子・平４） 阪大・工・電電情・気

○佐竹　康秀（情報・平５） 関西電力（株）

 吉村　尚洋（電気・平12） 三洋電機（株）

連絡先：〒565-0871 吹田市山田丘2-1

大阪大学　大学院工学研究科　電気系内

澪電会事務局　安井晴子

TEL：06-6879-7789（ダイヤルイン）

FAX：06-6879-7774

E-mail：reiden@pwr.eng.osaka-u.ac.jp

　平成20年度澪電会本部役員としてご尽力頂いた方々は下記のとおりです。○印は平成20年度、新たに就任された

役員です（敬称略）。役員氏名の他に、連絡先を付記してありますのでご用の節はお気軽にご連絡下さい。

澪電会役員

阪大・工・電電情・気：大阪大学　大学院工学研究科　電気電子情報工学専攻　電気電子システム工学部門

阪大・工・電電情・通： 〃   〃  〃 情報通信工学部門

阪大・工・電電情・子： 〃   〃  〃 量子電子デバイス工学部門

阪大・情報科学研究科： 〃 大学院情報科学研究科

阪大・レーザー　　　： 〃 レーザーエネルギー学研究センター
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［東京支部］

支部長

 鶴保　征城（電子・昭39）情報処理推進機構

代表幹事

 山田　佳弘（通信・平２）（株）日立製作所

事務局

 沖田　剛一（通信・平８） （株）日立コミュニ

ケーションテクノロジー

 〒245-8567　横浜市戸塚区戸塚町216

 （株）日立コミュニケーションテクノロジー

 キャリアネットワーク事業部

 TEL：045-881-221（5603）

 FAX：045-865-9655

 E-mail：reidentokyo2009@mbn.nifty.com

 藤田　　博（電子・昭52）パナソニックモバイル

コミュニケーションズ（株）

 技術統括センター　商品開発第二センター

 TEL：045-938-3321

［東海支部］

支部長

 片山　正昭（通信・昭56）名古屋大学

代表幹事・事務局

 山口　雅史（電子・平３）名古屋大学

 〒464-8603　名古屋市千種区不老町C3-1

 名古屋大学工学研究科電子情報システム専攻

 TEL：052-789-3638

 FAX：052-789-3156

 E-mail：yamaguti@nuee.nagoya-u.ac.jp

［北陸支部］

支部長

 石徹白和夫（電気・昭47）日本原子力防護システ

ム（株）

代表幹事・事務局

 藤田　輝雄（電子・昭53）福井工業大学

 〒910-8505　福井市学園3-6-1

 福井工業大学　電気電子工学科

 TEL：0776-29-2517

 E-mail：tfujita@fukui-ut.ac.jp

［九州支部］

支部長

 金籐　敬一（電気・昭46）九州工業大学

代表幹事・事務局

 服部　励治（電気・昭61）九州大学

 〒819-0395　福岡県福岡市西区元岡744番地

 九州大学　大学院システム情報科学研究院

 電子デバイス工学部門

 TEL/FAX：092-802-3731

 E-mail：hattori@ed.kyushu-u.ac.jp

［四国支部］

支部長

 坂入　修二（電気・昭47修）四国電力（株）

代表幹事・事務局

 尾田　牧弘（電気・昭和57）四国電力（株）

 〒760-8573　高松市丸の内2-5

 四国電力（株）電力輸送本部　送配電部

 TEL：050-8801-3850

 FAX：087-826-1074

 E-mail：oda11405@yonden.co.jp

［中国支部］

支部長

 白髭　修一（電気・昭46修）中国電力（株）

代表幹事・事務局

 三川　玄洋（通信・平３）中国電力（株）

 〒730-8701　広島市中区小町4-33

 中国電力（株）経営企画部門　電源計画担当

 TEL：050-5521-1201

 E-mail：358870@pnet.energia.co.jp

　澪電会支部としては、東京、東海、北陸、中国、四国、九州支部が活動を行っています。最新の連絡先を付記し

てありますのでご用の節はお気軽にご連絡下さい。

支部連絡先
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電気昭和26年卒同窓会

日　時：平成20年10月23日（木）

場　所：大阪大学中之島センター　会議室

出席者：桜井先生

 今村、片倉、絹川、栗山、対尾、近藤

 計　７名　　　

　昭和26年電気卒の同窓会を10月23日に大阪大学中之

島センターにおいて開催しました。

　本年は西村先生が欠席され残念でしたが桜井先生は

ご出席頂きました。同窓生は今年も６名となり、片倉

君が出席、岡本君が欠席しました。

　一年ぶりの再会で、お互いの近況やら健康、趣味の

話がはずんで、時のたつのも忘れて楽しい時を過ごす

ことが出来ました。

　時間通りになり、来年を約して散会しました。

　来年も同じ頃にご案内しますので、よろしくお願い

します。

 （近藤　記）

通信昭和28年卒同窓会

日　時：平成20年５月25日（日）

場　所：大阪茨木　パナヒルズ大阪

出席者：堀部、福井、富沢、岩本、角尾、松岡

 計　６名　　　

　本年は、卒業より数えて55年目になりますが、当時

の50名は現在25名。半分の方が関西、残り半分が関東

に在住されている状況にあります。

　幹事３名を入れて６名と、些か寂しい感もありまし

たが、全員同宿で、それなりに、ゆっくりと、密度の

高い交歓の時間を持つ事が出来ました。

　今まで、この会合は大阪でやって来ましたが、色ん

なことを考えて、来年は関東地区の同窓会に合流して

行う事で、話が纏まりました。

　初めて開催の場所を移しますが、是非、お元気で出

来るだけ沢山の方の参加を期待しております。

 （松岡　記）

幾越会（電気昭和29年卒同窓会）

日　時：平成20年10月30日（木）

場　所：彦根市グランドデュークホテル

出席者：荒木、筏、岡村、丘本、尾崎、加藤、

 鎌田、後藤、田中、高草、高藤、長濱、

松本、村井、守本、森本、山中

 計　17名　　　

　今年の幾越会は、開国150周年で賑う井伊直弼ゆか

りの彦根市で開催することになり、10月30日午後、彦

根城・博物館・玄宮園を見学した後グランドデューク

同窓会だより
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ホテルにて例会を開催した。当日は夕刻に夕立に見舞

われたが、ホテルに帰着した後で彦根城見学には支障

なく、かなりの石段も無事克服して夜の例会に臨ん

だ。

　今回は残念ながら恩師のご来駕が得られず、前記

の17名の参加となり、この一年に亡くなられた須藤

（浩）、鈴木両君を含め18名の物故者の冥福を祈って

黙祷をささげた後、例会にはいった。久しぶりに会う

同級生とあって会話に花が咲き、予定の時間も瞬く間

に過ぎ、来年の幹事を大阪在住の皆さんにお願いする

ことになり、来年は卒業55周年になることもあって、

通常例会のほかに特別例会を台湾で開こうということ

でお開きとなった。

　引き続き場所をかえての２次会でも談論風発、皆の

元気でアルコールが予定を大幅に超過し、幹事として

嬉しい誤算となった次第であったが、予定の時間にな

り名残惜しいが来年もお互い健康で再会することを約

して散会となった。

　翌10月31日は好天に恵まれ、彦根カントリークラブ

でのゴルフ組と、長浜観光組に分かれてホテルを出

発、それぞれ十分楽しんで今年の幾越会を終った。

 （荒木　記）

信二九会（通信昭和29年卒同窓会）

日　時：平成20年８月28～29日

場　所：清泉寮（山梨県清里高原）

出席者：

（写真後列左から）

 桑木、山中、日下、秋山、久保、洲崎、

中村、弓場、竹本、瀧本

（中列左から）

 磯崎、北澤、宮本、日下夫人、

 桑木夫人、前川夫人、山中夫人、

 小笠原夫人、前川、板垣

（前列左から）

 小笠原、金、石坂、岸本、小羽根、

 板垣夫人、中村夫人、由利

 計　28名　　　

　今回は４年ぶりに、関東グループのお世話になり、

本会としては初めて夫人同伴で、八ヶ岳山麓清里高原

の清泉寮に一泊、夫人７名を含む総勢28名の盛会と

なった。

　初日のこの地方はあいにく異常な豪雨で、列車が軒

並みに遅れるなどダイヤが混乱し、大いに心配した

が、夕食までには全員元気な顔を見せ、久しぶりの再

会を喜び合った。宿舎は林の中にあるコテージで、グ

ループごとに楽しい夜を過す事が出来た。

　翌29日は、前日あれほど降った雨も奇跡的に治ま

り、時折、富士山さえ見える天気で、ゴルフ組と遊覧

組とに別れ、それぞれ早朝より八ヶ岳山麓の高原に足

を伸ばした。

　前日の雨にもかかわらずゴルフ場はまずまずのコン

ディションでメンバーは楽しむことが出来た。遊覧組

はマイクロバスで、午前はJR最高地点や野辺山宇宙電

波観測所、三分一湧水、緑の風の施設を見学し、清春

芸術村に隣接した冬青庵で食事。午後はサントリー白

州蒸留所、シャルマンワイナリー、台ヶ原宿を訪れ、

盛沢山なツアーを楽しんだ。

 （前川　記）

通信昭和30年卒同窓会

日　時：平成20年４月７日（月）～８日（火）

場　所：大阪市北区天満橋　帝国ホテル大阪

 大阪市中央区宗右衛門町　かねよし旅館

出席者：野沢、金子、鬼村、田中（宏）、倉橋、

 田中（豊）、中島、小西、川取、岡本、

 園村、藤岡、石見、阿部、矢川、池内、

笹間、他に三牧、山中夫人（朱美）、

 田中（宏）夫人（百合子）

 計　20名　　　

　春の開催が通例となった通信30年会の同窓会、今年
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は幹事役は初めての関西側の田中（宏）、野沢、池内

の３名による企画でした。大阪の中心部で大阪を象徴

する場所でと関東側４名の参加を得て、大川沿いの桜

が満開の桜の宮公園近くの帝国ホテル大阪に集合、ミ

ナミは宗右衛門町のかねよし旅館で同窓会という内容

でした。初日は生憎の雨でしたが、ホテルでプレミー

ティングののち大川沿いの桜を愛でてから旅館に移

動、同窓会は再会を喜び、近況を確認し合って楽しい

歓談のひとときを過ごしました。２日目は天満繁盛

亭、海遊館、豊中の阪大博物館と３組に分かれてそれ

ぞれのメニューを楽しみ、１年後の再会を約して散会

しました。なお、その後８月31日には吹田キャンパス

で開催された恒例の大阪大学工業会主催の音楽会に参

加しないかとの誘いを受け、希望者３名が参加しまし

た。当日は会場のMOホールは発足以来初めての満席

で立ち見の出る盛況で、オペレッタ「メリー・ウィ

ドー」の熱演に拍手を送りました。

　終わりに近年短歌に入れ込んでいる岡本君の、最近

の世相を風刺した近作を１首

海の中より「エチゼンクラゲ」の伝えくる

　　警鐘を聞かう耳を澄ませて

 （阿部　記）

　11月4日、関東在住の諸兄が参加し、初めての親睦

会をやりました。場所は東京駅近くの土佐料理「ネボ

ケ」で、12時からビールや焼酎を飲みながら、和気

藹々に盛り上がりました。

　出席者は、古賀、金子、笹間、西川、松本、安原、

矢川の７名で、笹間君ははるばる水戸から２時間かけ

て珍しく西川君も参加してくれました。当日の写真添

付します。

　そして、これからも続けようということになって、

次回は来年１月新年会を、皇居横のレストランで、金

子君が幹事でやることになりました。

 （矢川　記）

電気昭和33年卒同窓会

日　時：平成20年５月10日（土）16時～

 　　　　　　11日（日）10時

場　所：宝塚市　東洋紡　健保組合　対嵐荘

出席者：

（後列左から）

 隼田、森脇、大須賀、岡本、足立、金光

 福光、谷口、林（旧姓山田）、杉本

（前列左から）

 門田、山崎、木村、山中先生、桜井先生

 鈴木、亀井、田尻、坂根

 計　19名　　　

　電気50回生・卒業50周年の節目の年、桜井先生・山

中先生の御出席を賜り、15年ぶりの同期会に卒業生17

名が参集した。17名のうち13名は京阪神在住だった

が、はるばる北海道札幌、茨城水戸、群馬太田、東京

八王子から４名が駆けつけてくれた。

　会食が始まり頃合を見計らい幹事の司会の下、桜井

先生、山中先生から御祝詞を頂戴し、引き続き各人の

近況報告に入り晩年の苦労話（中には自慢話）や、古

希も過ぎて御多分にもれず健康管理の話、などにアッ

という間に３時間が過ぎた。さらに一本締めで中締め

のあと、呑むもヨシ・喋るもヨシ・歌うもヨシで23時

頃まで昔に返って大いに盛り上がった一刻であった。

翌朝は朝食後ひとしきり世間話や雑談のあと、次回の

話になり、トシもトシであり年金生活者も増えるだろ

うし、ということで２年後・安い会費・かつ京阪神在

住者以外の遠方からの参加者には参加し易いように会

費を割り引こう‥‥というところで落ち着き、２年後

の再会を約して解散した。

 （坂根　記）

電子昭和37年卒同窓会

日　時：平成20年５月27日（火）～28日（水）

場　所：新潟県小千谷市

 盛岡蓬平（よもぎひら）温泉泊まり

出席者：有田、大原、金子、蒲生、北野、児玉、
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清水、嶋田、高久、小林、平田、宮崎、

谷井、柴田

 計　14名　　　

　この会のメンバーは阪大と京大に創設された電子工

学科の第一回の卒業生である。時代の花形産業を担う

学科の開拓者として夫々の自負は大きくまたクラスの

結束も強い。

　毎年一泊旅行をする事にしているが、昨年秋の旅行

の宴会の席上で仲間の一人の谷井君が新潟県の小千谷

市の市長をしていることが判って一同驚いた。我々の

仲間から全く毛色の違った政治家が出てくるとは思い

もよらず、感心するとともに誇らしく思ったものだ。

彼は、卒業後すぐ三洋電機に勤め新潟三洋の社長をし

たれっきとしたエンジニアで、小千谷にはその時に住

み着いただけでその他の縁故は何も無い。しかも請わ

れて無当選で市長になったという。お目出度い話で早

速皆なで激励に行こうという事になり今回のクラス会

が企画された。

　小千谷は信濃川の流域にある越後の米どころ酒どこ

ろ、そば（へぎそば）と歴史の里である。標高336ｍ

の山本山の展望台から見る蛇行して流れる信濃川や越

後三山の景色と、ちょうど田植えの始まった美しい棚

田は忘れかけている日本の良き田舎そのものであり、

都会人でも懐かしさを覚える。谷井君の奥様が当地の

歴史に詳しくボランティアで観光案内をしておられる

とのことで、あの“米百俵”の話から幕末の戌辰戦争

発端の談合の場所慈眼寺や小千谷縮謂れの明石堂など

親切丁寧に案内下さり一同恐縮した。

　旨いもの、歴史、温泉、そして日本の田園風景と何

よりも厚い人情に魅せられてすっかり小千谷贔屓に成

ってしまったが、“小千谷ファンクラブ”（NETで検索

可）というものを谷井君が発案して作ったそうだ。先

日も魚沼こしひかりと笹団子を取り寄せたが、産地偽

装がはびこる昨今、安心して美味いものが食べられる

のは何より有難い。入会をお勧めします。

 （柴田　記）

電気昭和62年卒同窓会

　はじめまして。昭和62年電気工学科卒業の西畑と申

します。このクラスは、昭和末期の数年間を一緒に過

ごした個性豊かなメンバーです。大学院修士課程への

進学者が卒業し、大半のメンバーが社会人となった平

成元年から毎年12月30日に同窓会を開催し続け、昨年

20回を迎えました。40数名のクラスの大半が集まる同

窓会はこの澪電会でも珍しいのではないでしょうか。

場所は、大人の遠足よろしく色々変わりますが、毎年

学生時代の思い出話に花が咲いているような。そんな

楽しい仲間と今年もうまい酒を酌み交わしたいと思う

のは万年幹事の私だけでしょうか。是非若い後輩の皆

様も同窓会をされることをオススメします。

 （西畑　記）
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新しい試み：１年生歓迎祝賀会

　「最近の若い者は……」という台詞はエジプト時代

から言われているようで、私も学生時代に「先輩と比

べて君達は……」というお話を何度も聞かされた記憶

がございます。大学におきましても、新入生は一般的

に入学式直後はやる気に燃えているが、５月連休後、

急速にモティベーションが低下する、という傾向は昔

からあったかと思いますが、最近、少子化などの様々

な影響からか、１年生を放っておくと本当に危ない状

況になってきているようです。工学部でも、その対策

として１年生に対して見学会や講演会などの行事を開

始しており、毎年クラス担任が実行部隊となっており

ます。私は、北山研一先生、田中和夫先生、前田太郎

先生とご一緒に、平成20年度の電気系クラス担任とな

り、初めての担任であったのですが順番で行事の取り

まとめ主任を仰せつかりました。４月２日の新任クラ

ス担任への説明会で、５月前後でイベントをしなけれ

ばならないと言い渡されました。一体何をすれば１年

生のやる気を引き出せ、大学への愛着心を保持しても

らえるのか、クラス担任の先生方と考えました。最近

では、５月の「いちょう祭」の際に、オープンキャン

パスとして実施しています研究室見学を講義の一環と

していますので、それに合わせて著名な方の講演会を

するという骨子は出来ましたが、何か足りないという

感じです。私が学生の頃は電気工学科という40名くら

いの小さな単位でしたので、新入生同士まとまりやす

く、自然と自主的な歓迎会が開催されましたが、今で

は170名程度の大学科となって、かつてのような宴会

開催もままならないという話を思い出し、そこで、大

学生活の記念すべき第一歩となるような歓迎会を講演

会後に開催してはどうかということになりました。問

題は費用です。歓迎会で会費を徴収したり、料理とか

が十分でなければ逆効果になりかねません。阪大電気

系に来て良かったと思ってもらうためには、それなり

の豪華さが必要です。

　大学では懇親会費は出せませんので、白川先生をは

じめ、三坂会長（当時）、谷口先生、馬場口先生とい

った澪電会の幹部の方々と相談しましたところ、それ

は良い企画だということで、急遽、澪電会がスポン

サーになって頂けることになりました。講演会と懇親

会は澪電会主催でいちょう祭期間中の５月２日（金）

に開催することに決まりました。当日のプログラムは

以下の通りです。

13：00～15：00　研究室見学（電子情報工学序論）

15：00～17：00　特別講演会（U2-312：250名収容可

能）

(1) ｢学生が創ったイノベーション

 　～青色発光ダイオート誕生の秘密～｣
 名城大学教授・天野浩先生

(2) ｢会社が望む人材像｣
 澪電会東京支部長・池田博昌先生

(3) ｢良い人間関係を築くためのコミュニケーション｣
 産業カウンセラー 阪大特任研究員 根岸和政氏

17：30～19：00　入学祝賀会（銀杏会館３階）

　著名な講師として、携帯電話のバックライトや

Blue-ray DVDなどを実現したGaN系青色発光ダイオー

ド実用化の基本技術となった高品質結晶育成技術とｐ

型化の基本原理を名古屋大学で赤﨑先生のご指導の下

に発見され、現在ノーベル賞候補の天野浩先生にお話

頂けることになりました。天野先生は、学生時代は勉

強が大嫌いだったそうですが、研究室に入ってから研

究や勉強が面白くなって一生懸命研究したことが大発

見に繋がったというご自身のエピソードをお話されま

した。ノーべル賞級の物語は何も知らない新入生でも

凄いと感じられるようで、講演中に何度も歓声や笑い

があがっていました。その後、池田先生からは社会人

としての心構えに関するお話が、産業カウンセラーの

根岸さんからは、コミュニケーションに関するお話が

ありました。なお、講演会では160名を超える方々に

ご参加頂きました。

澪電会だより

天野先生ご講演風景
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　講演会の後、銀杏会館にて懇親会を開催いたしまし

た。こちらは学生さんと教員等合わせて180名を超え

る方々にご参加頂きました。岸野学科長による開会の

辞、白川先生からのご挨拶、池田先生からの乾杯のご

発声で懇親会はスタートいたしました。懇親会のイベ

ントとして、電気系に関するクイズゲーム「どんなん

かなぁ電子情報工学科」を実施いたしました。賞品付

きのチーム戦形式です。クイズは三択形式で問題は下

記の通りです。皆さんも是非お考えください。回答は

38ページに御座います。

Ｑ１．白川功名誉教授の研究が基で40年前に日本で初

めて導入されたものは？

①　駅の自動改札機

②　ジュースの自動販売機

③　自動ドア

Ｑ２．白川功名誉教授が設立された大学発ベンチャー

企業“シンセシス”は？

①　日本で初めての大学発ベンチャー

②　日本で一番儲かっている大学発ベンチャー

③　日本で最初に倒産した大学発ベンチャー

Ｑ３．皆さんの先輩の安達宏昭さん（34歳）が電子情

報工学科での研究成果を基に設立した大学発ベ

ンチャー“創晶”の商品は？

①　半導体結晶

②　レーザー結晶

③　タンパク質結晶

Ｑ４．平成19年度に電子情報工学科で使った研究費の

総額は？

①　３億円

②　７億円

③　10億円以上

Ｑ５．平成19年３月末現在、大阪大学保有特許件数は

161件ですが、工学研究科はそのうちの何件？

①　34件

②　56件

③　78件

Ｑ６．平成19年度に電子情報工学科の某研究室で行っ

た宴会の回数は？

①　３回

②　５回

③　７回

Ｑ７．平成19年度の大学院進学率は？

①　78％

②　88％

③　98％

Ｑ８．平成19年度に160名の電子情報工学科の大学院

生に対して求人してきた企業の数は？

①　約300社

②　約500社

③　約700社

Ｑ９．平成18年度の日本製造業の総売上は450兆円で

すが、電気系製造業はそのうち何兆円？

①　約130兆円

②　約230兆円

③　約330兆円

Ｑ10． 平成19年度、皆さんの先輩が就職した企業の

トップ３は？

①　東芝、NTTデータ、トヨタ自動車

②　三菱電機、シャープ、松下電器産業

③　関西電力、ソニー、キャノン

Ｑ11．電子情報工学科のOBである亘信二さんが社長を

務めている企業は?

①　南海電鉄

②　阪急電鉄

③　阪神電鉄

Ｑ12．OBの山田隆持さんが今年６月から社長に就任す

る企業は？

①　au

②　NTTドコモ

③　Softbank

Ｑ13． 「変人力」の著者でOBの樋口泰行さんは色々な

企業の社長を務めています。どの順番で社長を

しているでしょうか？

①　日本HP⇒ダイエー⇒マイクロソフト

②　Ｐ四国⇒住友電工⇒ヤフージャパン

③　関西アステル⇒きんでん⇒吉本興業

Ｑ14．OBの北剛彦さんの所属するアカペラグループ

は？

①　ゴスペラーズ

懇親会風景
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②　RAG FAIR

③　INSPi

Ｑ15．電子情報工学科の教員（教授、准教授、助教）

は約何名？

①　約40名

②　約70名

③　約100名

　クイズは大盛況で、会話する時間も十分あり、新入

生と教員の方々も懇親を深めることができたかと思い

ます。最後は谷口先生による万歳三唱で締めくくり、

散会となりました。平成21年度は、クイズにもご登場

頂きましたマイクロソフト社長の樋口さんに、５月１

日にご講演を頂くことになっております。この新しい

試みが、新入生の澪電会への帰属意識や、向学心向上

に少しでも寄与できればと思います。最後に、平成20

年度のクラス担任を代表いたしまして、ご援助頂きま

した澪電会に深謝申し上げます。ありがとうございま

した。

 （森　勇介（電気・平元）記）

平成20年度　総会・講演会・懇親会

　平成20年６月６日（金）大阪梅田・新阪急ホテルで

150名の参加者を得て行われた。総会に先立って「花

の間」で午後５時から平成20年度澪電会講演会が開催

された。今回は、電気電子情報工学専攻の協力講座

で、レーザーエネルギー学研究センターの三間圀興教

授から「プラズマ物理と核融合」と題してお話しをい

ただいた。長年の研究成果に基づいた興味深い有益な

講演であった。

　引き続き平成20年度澪電会総会の総会が午後６時半

より同じく「花の間」で田中和夫幹事（電気・昭49）

のもとで行われた。三坂重雄会長（電子・昭38）の挨

拶の後、平成19年度事業報告が中前幸治総務幹事（電

子・昭52）から、また平成19年度決算報告が馬場口登

会計幹事（通信・昭54）から行われ承認された。続い

て三坂会長より白川功氏（電子・昭38）を新会長に推

薦する旨のご提案があり拍手を持ってこれを承認し、

白川新会長の就任の挨拶が行われた。新幹事18名の指

名が行われ、拍手をもって承認された。引き続き馬場

口登新総務幹事から平成20年度事業計画案が、また伊

藤利道新会計幹事（電気・昭50）から平成20年度予算

案の説明が行われ、承認された。

　懇親会は19時より、会場「紫の間」に移して馬場口

登総務幹事の司会のもとに行われた。白川新会長の挨

拶のあと、宮原秀夫大阪大学前総長・名誉教授、情報

通信研究機構理事長（通信・昭42）及び長谷川晃名誉

教授、浙江大学客員教授（通信・昭32）からご祝辞を

頂戴した。その後、各支部からの祝電披露の後、前会

長の三坂重雄氏の音頭で乾杯し、賑やかな歓談のひと

ときを持った。最後に谷口研二副会長（電子・昭46）

のご発声のもと万歳三唱を行い、盛会裡に散会した。

 （田中和夫（電気・昭49）記）

第26回　澪電会見学会

　今回は例年と趣を変え、ユニバーサル・スタジオ・

ジャパン（USJ）を見学先として現地集合・解散半日

コースとしました。今回の参加者は41名。３人の大学

院生、２人の学部生の参加も有り、例年に比べて参加

者の平均年齢が大きく下がりました。

　平成20年11月７日（金）昼前にJRゆめ咲線ユニ

バーサルシティ駅に集合、ホテル京阪ユニバーサルシ

ティーのバイキングレストラン　ワールド・ワール

ド・バッフェに移動して、白川会長からご挨拶を頂戴

した後、懇談会を兼ねた昼食をとりました。

　USJ見学の入り口は、桜島駅にある職員専用のゲー

トです。初めに会議室にて、アミューズメントやそ

の支援設備の概要を説明していただきました。USJは

1990年に策定された大阪市総合計画21の計画の一つと

して、大阪市が招請し、1998年の起工式から３年後の

2001年にオープンしたものです。54haの広大な敷地内

に19のアトラクション（2007年７月現在）を有する日

本有数のテーマパークの１つとして広く知られ、2006

年には延べ入場者が5000万人を越えました。

　その後２班に分かれて、普段見る事の出来ない人気

アトラクションの安全システムやアトラクションの裏

側を特別に見学させていただきました。

　まず初めはスパイダーマン・ザ・ライドのライドア

トラクションの安全システムです。このアトラクショ

ンは上下前後左右あらゆる方向に移動する特殊設計の

車両“ビークル”に乗り込み、実際に高速で走行しな

がら、3Dメガネをかけて特殊効果満載の超三次元世界

を体験する、というものです。我々は実際のアトラク

ションとは別の場所に作られた安全確認検査場を見学

させていただきました。

　次に、巨大なクリスマスツリー ユニバーサル・

スーパー・クリスマスツリーの裏側を見学。その後一

般客に混ざって場内を歩き、高さ36ｍにも及ぶ日本一

高いツリーの前で記念撮影をし、ひとあし早いクリス

マス気分を味わいました。舞台裏の写真撮影は遠慮し
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て下さいとの事でしたが、場内移動中の撮影はOKでし

たので、皆さん童心に戻りあっちへ行ってパチリこっ

ちへ行ってパチリ。移動の列が長くなり幹事がハラハ

ラする場面もありました。

　最後に見学したアトラクションはウォーター・ワー

ルドでした。これは水上基地を再現した巨大なセット

のなかでモーターボートや水上バイクが猛スピードで

滑走し、火だるまになったスタントマンが地上13メー

トルからダイビングをしたり、幅約９メートルの水上

飛行機が着水したり、というものです。このような危

険なスタントを伴うショーアトラクション出演者の安

全確保システムを舞台裏や制御室から見学させていた

だきました。ここで２班一緒に集合写真を取りまし

た。会議室に戻って質疑応答に対応していただいた

後、５時頃に桜島駅で解散し、延べ３キロの徒歩移動

を伴った見学会が終了しました。

　最後に、40名余り見学を受け入れて下さり、丁寧な

説明と質問への対応をしていただいたUSJの皆様に心

より御礼申し上げます。

 （坂和洋一（電気・昭59）、 　

 西村博明（電気・昭50）記）

平成20年電気系卒業祝賀・謝恩会

　平成20年度電気系卒業祝賀・謝恩会は平成21年３月

23日（月）学位授与式前日の午後６時から、千里阪急

ホテル・仙寿の間において開催された。卒業生出席者

数227名（情報システム工学科目、情報科学研究科を

除く）にご来賓、電気系職員、澪電会役員の方々をあ

わせて322名の出席者を得た。

　式典の部は田中和夫幹事（電気・昭49）の司会で進

められ、最初に澪電会会長・大阪大学名誉教授・兵庫

県立大学応用情報科学研究科長の白川功先生（電子・

昭38）から祝辞を戴いた。ついで関西電力㈱常務取締

役の藤野隆雄様、大阪大学同窓会連合会会長・大阪大

学元総長・名誉教授・兵庫県立大学学長の熊谷信昭先

生（通信・昭28旧）のご両名から来賓の祝辞を戴い

た。最後に、電気系教員代表として、電気電子情報工

学専攻長の河崎善一郎先生（通信・昭48）から祝辞を

戴いた。このあと、各支部からの祝電の披露があり、

パーティーに移った。

　パーティーの部は宮本俊幸幹事（電子・平４）の司

会で進められた。まず、大阪大学理事・名誉教授の辻

毅一郎先生（電気・昭41）のご発声で乾杯し、歓談に

移った。宴もたけなわの頃、白川会長より工学賞の中

路博勇君（電気工学科目）、古田芳英君（通信工学科

目）、田頭健司君（電子工学科目）、および工学研究科

長特別賞の門田裕一郎君（電気電子工学科目）へ記念

品の授与があった。そのあと、恒例の福引き、お餅つ

きが賑やかに行われ、ついで卒業生の代表として情報

通信工学コース・博士前期過程の加納知周君から教員

および澪電会諸先輩への感謝と将来への決意が述べら

れた。最後に澪電会副会長・電気電子情報工学専攻教

授の谷口研二先生（電子・昭46）の音頭で万歳三唱

し、めでたく、祝賀・謝恩会はお開きとなった。

　ご臨席賜り、祝辞を戴きましたご来賓の方々に厚く

お礼申し上げます。また、ご多用中にもかかわらず、

臨席戴きました電気系職員の方々にもお礼申し上げま

す。澪電会事務局の安井晴子様にはいつもながら献身

的に会の準備にあたっていただき、さらには電気系秘

書の方々、一部の学生諸君には準備・受付業務などを

お手伝い戴きました。これらの方々に心よりお礼申し

上げます。今年も快く記念品、福引きの景品を寄贈戴

きました㈱日立製作所、㈱東芝、富士通㈱、㈱ダイヘ

ン、パナソニック㈱、三菱電機㈱、住友電気工業㈱、

シャープ㈱、西日本旅客鉄道㈱、㈱ルネサステクノロ

ジ、関西電力㈱、西日本電信電話㈱、㈱NTTドコモ、

NTTスマートコネクト㈱、NTTコムウェア㈱、㈱NTT

ファシリティーズ、NTTインターネット㈱、㈱NTTデー

タ、㈱NTTネオメイト、近畿日本鉄道㈱、阪神電気鉄

道㈱の各社様に厚くお礼申し上げます。

 （宮本俊幸（電子・平４）記）

平成20年度澪電会東京支部総会報告

　平成20年澪電会東京支部総会が４月18日（金）午後

６時よりメルパルク東京にて開催されました。ご来賓

として、三坂重雄会長、白川功副会長、中前幸治総務

幹事、事務局の安井晴子様、また、大阪大学工業会東

京支部から副会長の望月徹英様にご臨席頂きました。

基礎工学部からのご参加9名を含め、総勢136名の盛会

でありました。

　今回は、総会幹事会社のアレンジにて、「当面の政

局を読む」と題し、TBSテレビの報道番組「ブロード
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キャスター」の政治コメンテーターなど、テレビやラ

ジオで広くご活躍の、松田喬和様（毎日新聞論説室　

専門編集委員）の講演会を実施いたしました。政治と

マスコミとの関係について、福田政権（前）の課題・

今後の展開を中心にお話頂きました。中でも長期政権

後の運営の困難さ、派閥政治の復活等、過去の政権の

分析結果に基づき、今後の政局見通しについて、ねじ

れ国会、解散・総選挙、政界の舞台裏まで非常に幅広

く、面白くご紹介頂きました。また、無党派層の増大

に対して妙案のない今日の状況で、自民・民主の最大

差別化要因は党首、党名、候補者となりつつあるこ

と、テレビ政治と論調の関係では、ワイドショーの影

響が大きく、論調が抑制される傾向にある等、政治課

題についてもご説明頂き、政局が混迷する中、大変興

味深い内容でした。

　続く懇親会では、まず、参加者全員の記念撮影を

行った後、池田博昌支部長から、次年度から鶴保征城

次期東京支部長にバトンタッチするが、今後も澪電会

の活動をより活発に行いたいとの挨拶があり、三坂重

雄会長からは今後も澪電会会員の発展を促していきた

いとのお言葉を頂きました。続いて、工業会東京支部

を代表して、望月徹英様に工業会の活動内容をご紹介

頂きました。中前幸治総務幹事から大学・大学院の近

況についてパワーポイントにて詳細にご報告頂きまし

た。白川功副会長のご発声にて乾杯。和やかな歓談の

なか、最後に、本年度幹事会社を代表して西井龍五

（三菱電機）挨拶、鶴保征城次期東京支部長の挨拶、

次年度幹事会社を代表して山田佳弘様の挨拶／万歳三

唱をもって総会全予定を盛会裏のうちに無事終了致し

ました。

 （西井龍五（電子・昭50）、 　

 久保博嗣（通信・昭59）記）

平成20年度澪電会東海支部総会報告

　澪電会東海支部は、平成20年11月９日（日）、支部

総会、見学会および懇親会を開催しました。ご来賓と

して澪電会会長の白川功先生、副会長の谷口研二先

生、総務幹事の馬場口登先生にお出で頂きました。支

部からは片山正昭東海支部長（電子・昭56）をはじ

め、昭和35年度卒から平成19年度卒までの27名の参加

者を得て、合計30人の盛会となりました。

　総会および懇親会は、愛知県名古屋市にあるキリン

ビアパーク名古屋内レストラン２階で開催されまし

た。片山支部長による開会の御挨拶の後、白川澪電会

会長から御挨拶を頂戴しました。その中では、澪電会

の更なる発展に向け、本部として会員相互間の連絡を

密にしていく企画を考えていることが紹介されるとと

もに、参加者に対して同窓会組織を一層有効活用して

欲しいとのお言葉を頂きました。馬場口総務幹事より

「母校と澪電会のいま・そして100周年」という題目

でご講演をいただきました。内容は、澪電会会員の活

躍状況、大阪外国語大学との統合など大阪大学全体の

動き、さらに、大学入試の現状からグローバルCOEの

獲得状況など電気系教室の近況についての説明を頂き

ました。その後、澪電会の現在の活動として、入学祝

賀会、ホームページ及びインターネット機能の強化、

卒業謝恩祝賀会などの企画が紹介された後、2009年６

月に開催される電気系教室100周年記念事業に支部か

らも多数の参加をいただきたいとのメッセージを頂き

ました。

　議事に入り、山口代表幹事より活動報告および計画

が報告されました。次に、高田会計幹事より提出され

た予算案が原案通り承認されました。続いて、片山支

部長より、来年度も引き続き現在の幹事団構成とする

ことが提案され、了承されました。最後に、総会参加

者全員で記念撮影を行いました。

　総会終了後、キリンビール工場名古屋工場の見学を

行いました。見学ツアーでは、銅製の仕込釜をそのま

ま残したスペース、ビールを詰める工程など大変ユ

ニークなものを見学できました。加えて、ツアー途

中では、ビールになる前の「麦のジュース」、テース

ティングコーナーでは「出来立てのビール」を試飲で

き、懇親会を前に大変和気あいあいとした雰囲気とな

りました。

　見学会終了後は、総会会場でもあった会議室で移動

し、懇親会を開催しました。谷口澪電会副会長のご挨

拶で乾杯し、来賓と会員、会員相互で話が弾み、佐治

学先生（電気・昭35）の音頭のもと、拍手で懇親会を

終えました。

 （平田晃正（通信・平８）記）
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平成20年度澪電会北陸支部総会報告

　澪電会北陸支部は、11月15日（土）に、見学会、第

19回支部総会、懇親会を福井県敦賀市で開催いたしま

した。本部からは、白川功会長、谷口研二副会長、馬

場口登総務幹事をご来賓にお迎えし、総会は13名の参

加となりました。

　当日はJR敦賀駅に午前11時45分に集合し、チャー

ターバスにて、駅から30分ほどに位置する、日本原子

力研究開発機構敦賀本部高速増殖炉研究開発センター

に移動、研究棟会議室での昼食の後、もんじゅの施設

見学を行いました。もんじゅは昭和60年に着工、平成

６年に初臨界を迎えながらも、その年の12月におきた

２次ナトリウム冷却系でのナトリウム漏洩事故によ

り、運転停止、その後の改善工事を終え、来年の性能

試験への準備を行っている最中のものです。まず、情

報棟にてビデオや増殖炉構造模型によるもんじゅの紹

介を受け、ナトリウム研修棟で実際の金属ナトリウム

にナイフで触れた後、もんじゅ内に移動、研修中の高

速増殖炉制御室の見学を行いました。

　総会は、もんじゅ施設見学の後、研究棟会議室にて

開催いたしました。宮田支部長の挨拶で始まり、白川

会長に挨拶いただいた後、平成19年度の事業報告と会

計決算報告を行いました。続いて、平成20年度の役員

改選を行い、新支部長に石徹白和夫氏（日本原子力防

護システム）、および、新幹事を選出いたしました。

新支部長挨拶の後、平成20年度の事業計画案、予算案

の審議、了承をいただいた後、馬場口総務幹事から本

部報告をいただきました。特に、来年度北陸支部総会

日程に関しては、白川会長からのご提案の平成21年６

月13日（土）と満場一致で決定されました（来年度見

学会は黒部発電所の予定です）。

　総会の後、関西電力美浜原子力発電所の見学を行

い、午後４時過ぎに美浜町の丹生の民宿、中村屋で懇

親会に場所を移しました。白川会長の乾杯の音頭に始

まり、北陸の海鮮に舌鼓を打ちながらの会員の近況報

告であっという間に時間が経ち、最後に、谷口副会長

の締めで無事に今年度の支部総会の行事を終えること

ができました。

　来年度以降も、特に若い会員の方々の参加と協力を

お願いいたします。

 （藤田輝雄（電子・昭53）記）

平成20年度澪電会中国支部総会報告

　澪電会中国支部では、10月18日（土）、中国電力株

式会社水島発電所において見学会を、倉敷ターミナル

ホテルにおいて支部総会を開催しました。本部からは

会長の白川功先生、副会長の谷口研二先生、総務幹事

の馬場口登先生をご来賓としてお迎えし、中国支部か

らは三上彦三（電昭23）、岡本卓爾（通昭33）、岩川

泰而（電昭34）、山田勝（電昭39）、森川良孝（子昭

44）、白髭修一（電修昭46）、朝山修（電昭48）、森重

隆則（基礎工昭53）、高見佳宏（電昭59）、村山薫（電

昭60）、三川玄洋（通平３）、正富久貴（電平07）、増

岡裕樹（通平11）、倉本学（情平12）、吉本真呂（電

平14）、川口敏昭（電平15）、福本直紀（通平16）、長

谷川哲視（電平17)の18名の方にご出席いただきまし

た。

　当日は秋晴れの行楽日和の中、JR新倉敷駅に集合

後、水島コンビナートに隣接した火力発電所である水

島発電所に移動し、見学会を開催しました。同発電所

では、３台ある発電機のうち第１号機について、使用

する燃料を現在の石炭から天然ガスへ転換するととも

に、発電効率の高い「コンバインドサイクル発電」方

式を採用した発電設備に改造する工事が進められてお

り、平成21年４月の営業運転開始に向け、工事の最盛

期を迎えておりました。休日にもかかわらず、発電所

長をはじめ５名の社員の方に、工事概要の説明をはじ

め、工事現場、中央制御室と懇切丁寧にご案内いただ

きました。この場を借りて厚く御礼申し上げます。

　見学会終了後、倉敷ターミナルホテルへと会場を移

し、支部総会を開催しました。総会では、白川会長、

谷口副会長からご挨拶を頂くとともに、馬場口先生か

らは母校の近況についてご紹介いただきました。大阪

外大との統合や、国立大学法人化の影響等、支部出席

者の関心も高く、活発な質疑が行われました。続いて

議事に入り、事業・会計報告は原案どおり承認されま

した。

　総会後の懇親会では、一人ずつの自己紹介と近況報

告を行うことができ、短い時間ではありましたが、和

気あいあいと有意義な時間を過ごし、来年度の再会を

期して散会となりました。

　今回は、前回開催から十数年ぶりとなる岡山県を開

催地としましたが、例年の顔ぶれと違う方、そして若

い方に多数ご出席をいただき、盛会とすることができ

ました。ご多忙の中、ご出席いただきました皆様方に

感謝申し上げます。支部会員の皆さまには、来年度の

支部総会に是非ともご出席下さいますよう、お願い申

し上げます。

 （三川玄洋（通信・平３）記）
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平成20年度澪電会四国支部総会報告

　四国支部では、平成20年11月29日（土）に、工場見

学会と総会・懇親会を香川県高松市で開催しました。

昨年10月に続き、３年連続での開催でした。

　当日は、冷風が吹きつける寒い一日でしたが、本部

より白川功会長、伊藤利道会計幹事をご来賓としてお

迎えし、四国支部からは坂入修二支部長をはじめ14名

の参加者を得ることができました。

　JR高松駅に集合した後、高松の新たなウォーターフ

ロント　サンポート高松に立地する四国電力㈱熱供給

センター（高松港旅客ターミナルビル内）に向かいま

した。同センターでは、海水を熱源としてヒートポン

プやターボ冷凍機により温水・冷水を作り、近隣する

ホテルや合同庁舎などに供給しているとのことで、な

ぜエネルギー効率がよいのか？などの活発な質問がで

ました。見学後、隣接する高松シンボルタワー（ここ

も熱供給している）の30階展望室より高松港を展望し

港内にある取水口・放水口の場所を確認するととも

に、源平合戦でおなじみの屋島や栗林公園など高松市

内全体を遠望しました。

　次に、高松駅近くにある懇親会場に移動し、総会と

懇親会を行いました。総会では、尾田牧弘幹事の司会

で、坂入支部長の挨拶から始まり、白川会長からのご

挨拶、伊藤会計幹事から母校近況報告を頂きました。

坂入支部長からは、参加頂いたご来賓や支部会員への

お礼や、今後とも支部活動を活発に行うことの決意。

白川会長からは、今年が電気系学科の創立100周年で

あり、来年６月６日（土）に全国から来てもらえるよ

うな記念行事を行うので多数の参加をお願いしたいこ

と。伊藤会計幹事からは、母校の学科や研究室などの

組織や活動状況、大阪外大との統合により箕面キャン

パスが誕生したこと、かつて学んだE1棟の耐震補強工

事などを伺うことができました。伊藤先生のプレゼン

では、母校が変革していることに対して、参加者から

多数の質問があり、活発な意見交換ができました。

　引き続き議案審議に移り、尾田幹事より平成19年度

の決算、平成20年度の活動計画や予算等の議案を提案

し、全会一致で承認され、総会は無事に終了いたしま

した。

　総会の後、懇親会に移り、山下一彦元支部長の乾杯

の音頭により、懇談に入りました。頃合いを見計ら

い、参加者による自己紹介と近況報告を行いました。

皆さんお話好きの方ばかりで、全員が話し終わるころ

には、終了予定時刻となり、永田重幸元支部長の音頭

で中締めを行い、程なくお開きとなりました。懇親会

の中で白川会長から、来年の四国支部総会を11月の第

３土曜日（21日）に実施しようとの提案があり、来年

の再会を確認しあうなど、大いに盛り上がりました。

（この日に開催できるよう、幹事で努力します！）

　ご多忙の中、ご出席いただききました皆様方に感謝

し、御礼申し上げます。

 （山間昭典（電気・昭63）記）

平成20年度澪電会九州支部総会報告

　澪電会九州支部では、支部総会および懇親会を10月

25日（土）に行いました。本部より会長の白川功先

生、副会長の谷口研二先生、総務幹事の馬場口登先

生、事務局の安井晴子様と多数ご出席いただきまし

た。

　九州支部からは金藤敬一（気昭46）、合田忠弘（気

昭46）、高木精志（気昭48Ｍ）、吉野美明（気昭51

Ｍ）、三谷康範（気昭56）、小森望充（基礎工昭57）、

服部励治（気昭61）、吉水清文（気昭62）、中村健一

（気昭63）、大門秀朗（子平２）、園田彰三（気平

７）、田口彰（気平７）、税所真前（気平13）、渡邊政

幸（気平13）、橋口卓平（気平17Ｄ）が出席しまし

た。

　当日は天候に恵まれJR博多駅に集合後、バス移動に

て見学会を行いました。福岡県飯塚市内に残る「筑豊
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の炭鉱王・伊藤伝右衛門」の功績を伝える唯一の文化

遺産である旧宅を訪ねました。歌人・柳原白蓮が過ご

した縁ある地でもあり、当日は現地のボランティアの

方による大変丁寧なご案内をいただき、当時に思いを

はせながらゆっくりとした時間を過ごすことができま

した。この場を借りて厚く御礼申し上げます。またそ

の後は巨峰の名産地、久留米市田主丸町を訪ね、耳納

連山中腹の豊かな自然に囲まれたワイナリーを見学

し、試飲コーナーにて巨峰ワイン独特の風味を楽しむ

ことができました。

　支部総会および懇親会は博多都ホテルにおいて執り

行いました。総会では本部からお越しの白川会長にご

挨拶を頂くとともに、馬場口先生からは母校の近況を

ご紹介いただきました。また、支部事業ならびに会計

報告については原案どおり承認されました。支部長を

つとめられた田中祀捷先生（気昭37）が平成20年度末

で退職されることを機に支部長を交替することとな

り、後任には金藤敬一先生が就任することで承認され

ました。見学会の行程が長引き懇親会の時間がやや短

くなってしまったのは心残りでしたが、楽しい時間を

過ごすことができました。

　ご多忙の中、ご出席いただきました皆様方に感謝申

し上げます。九州支部では次回も恒例の10月第４土曜

日での開催を予定しております。会員皆様のご参加と

ご協力を切にお願い申し上げます。

 （渡邊政幸（電気・平13）記）

阪神なんば線開業前試乗会

　３月13日（金）午後、阪神電気鉄道（株）電気部長

溝渕貴（電・昭57）様のご厚意により阪神なんば線開

業前試乗会に澪電会役員会で参加させていただきまし

た。あいにく会長、副会長にはご参加いただけません

でしたが総員21名で開業前の貴重なタイミングで九条

変電所及び九条駅を見学し、電車で桜川駅へ移動し説

明をお受けしました。

　印象深かったのは、九条変電所の設備構成と九条駅

が市電発祥の地で駅のデザインに車輪が採用されてい

ることや桜川の壁面が難波行きが未来へのイメージで

メタリックで尼崎行きが伝統のイメージでアースカ

ラーとなっていることなどが印象的でした。この場を

借りて阪神電気鉄道の皆様に感謝の意を表します。

 （西畑宏昭（電気・昭62）記）

32ページのクイズの回答

Ｑ１：① Ｑ２：① Ｑ３：③ Ｑ４：③

Ｑ５：③ Ｑ６：③ Ｑ７：② Ｑ８：③

Ｑ９：② Ｑ10：② Ｑ11：① Ｑ12：②

Ｑ13：① Ｑ14：③ Ｑ15：③

ご寄付御礼

塩崎　孝一　様（通学・昭和28） \4,000

福瀬百里也　様（電学・昭和34） \96,000

大西　秀朗　様（子学・平成２） \16,000

中村　浩隆　様 \4,000

叶　　培勇　様 \4,000

宇野　和行　様 \4,000

市川　　平　様 \4,000

東　　恵悟　様 \4,000

以上のようにご寄付を頂きました。ここに記して

厚く御礼申し上げます。
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（電気工学科・電気工学科目・電気工学専攻）
昭和12年  落合　岩男

16年  高田　源次

20年  樋口　正樹

22年  山下　義美

23年  山中千代衛

24年  甲佐　史郎

25年  辻　　良夫

26年  近藤　道治

27年  木本　保夫

28年旧  藤井　克彦

28年新 30年 辻　　三郎

29年 31年 升田　公三

31年 33年 寺崎　泰彦

32年 34年 大川進一郎

33年 35年 鈴木　　胖

34年 36年 白藤　純嗣

35年 37年 松浦　虔士

36年 38年 濱口　智尋

37年 39年 黒田　英三

38年 40年 山中　龍彦

39年 41年 吉野　勝美

40年 42年 赤澤　堅造

41年 43年 辻　毅一郎

42年 44年 佐々木孝友

43年 45年 朴　　炳植

44年 46年 谷内田正彦

45年 47年 織田　守昭

46年 48年 土師　總一

47年 49年 大森　　裕

48年 50年 原　　　格

49年 51年 田中　和夫

50年 52年 伊藤　利道

51年 53年 木村　紀之

52年 54年 山本　正純

53年 55年 阪部　周二

54年 56年 白神　宏之

55年 57年 伊瀬　敏史

56年 58年 三谷　康範

57年 59年 裏　　升吾

58年 60年 尾崎　雅則

59年 61年 江川　泰弘

60年 62年 秋葉　龍郎

61年 63年 服部　励治

62年 平成元年 佐伯　　修

63年 ２年 藤井　龍彦

平成元年 ３年 森　　勇介

２年 ４年 仙井　浩史

３年 ５年 舟木　　剛

４年 ６年 岩井　　真

５年 ７年 藤田　和久

６年 ８年 板垣　鉄平

７年 ９年 川瀬　博基

８年 10年 斎藤　貴光

９年 11年 中島　弘朋

10年 12年 矢野　雅一

11年 13年 緒方　晋也

12年 14年 山下　勝則

13年 15年 小谷　研太

14年 16年 犬伏　雄一

15年 17年 小島　鉄也

16年 18年 坂本　雅樹

17年  村井　良多

18年  吉田　　央

19年  大曲　祐子

（通信工学科・通信工学科目・通信工学専攻）
昭和18年  藤澤　和男

19年  黒田　一之

20年  滑川　敏彦

21年  来住　　徹

25年  竹内　信雄

26年  長岡　崇雄

28年旧  福井　淳一

28年新 30年 末田　　正

29年 31年 由利　宏二

30年 32年 倉橋浩一郎

31年 33年 栗岡　　豊

32年 34年 長谷川利治

33年 35年 宮道　　繁

34年 36年 樹下　行三

35年 37年 西原　　浩

36年 38年 野村　康雄

37年 39年 真田　英彦

38年 40年 中西　　暉

39年 41年 塩澤　俊之

40年 42年 藤岡　　弘

42年 44年 宮原　秀夫

43年 45年 玉川　允敏

44年 46年 池田　雅夫

45年 47年 中野　秀男

46年 48年 里村　　裕

クラス委員
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47年 49年 森下　克己

48年 50年 河崎善一郎

49年 51年 北山　研一

50年 52年 樺澤　　哲

51年 53年 鬼頭　淳悟

52年 54年 井上　　健

53年 55年 中野　幸男

54年 56年 馬場口　登

55年 57年 秦　　淑彦

56年 58年 片山　正昭

57年 59年 榎原　博之

58年 60年 山本　　幹

59年 61年 平　　雅文

60年 62年 原　　晋介

61年 63年 大川　剛直

62年 平成元年 荒木　範行

63年 ２年 戸出　英樹

平成元年 ３年 堀井　康史

２年 ４年 松田　洋一

３年 ５年 畑　　真司

４年 ６年 上田　哲也

５年 ７年 安部田貞行

６年 ８年 村上　智己

７年 ９年 池田　武弘

８年 10年 加藤　　真

９年 11年 菅原　弘人

10年 12年 中西　淳平

11年 13年 門田　行広

12年 14年 新熊　亮一

13年 15年 東野　武史

14年 16年 村越　昭彦

15年 17年 藤本　正樹

16年 18年 木下　幸裕

17年  山本　勇樹

18年  森岡　康史

19年  工藤　隆則

（電子工学科・電子工学科目・電子工学専攻）
昭和37年 39年 蒲生　健次

38年 40年 白川　　功

39年 41年 尾浦憲治郎

40年 42年 吉岡　信夫

41年 43年 鷹岡　昭夫

42年 44年 打田　良平

43年 45年 春名　正光

44年 46年 藤原　秀雄

45年 47年 杉本　哲夫

46年 48年 谷口　研二

47年 49年 〆木　泰治

48年 50年 栖原　敏明

49年 51年 村上　敬一

50年 52年 山田　伸一

51年 53年 西川　博昭

52年 54年 中前　幸治

53年 55年 岡田　満哉

54年 56年 薮内　康文

55年 57年 太田　快人

56年 58年 出口　　弘

57年 59年 河合　利幸

58年 60年 森　　俊彦

59年 61年 正田　博司

60年 62年 綿森　道夫

61年 63年 森　　伸也

62年 平成元年 重弘　裕二

63年 ２年 藤村　昌寿

平成元年 ３年 野口　栄治

２年 ４年 赤坐　正樹

３年 ５年 上野　隆範

４年 ６年 三浦　克介

５年 ７年 藤井　彰彦

６年 ８年 上向井正裕

７年 ９年 上野　弘明

８年 10年 梶井　博武

９年 11年 野田　研二

10年 12年 島田　尚住

11年 13年 藤澤　猛史

12年 14年 大竹隆太郎

13年 15年 小野　俊明

14年 16年 三上　真範

15年 17年 樋渡　伸二

16年 18年 松久　裕子

17年  尾島　正禎

18年  六車　　充

19年  田村　　悠

（情報システム工学科・
 情報システム工学科目・情報科学研究科）
平成５年 ７年 一階　良知

６年 ８年 安部　敬一

７年 ９年 原　　隆浩

８年 10年 池内　智哉

９年 11年 相坂　一樹

10年 12年 密山　幸男

11年 13年 中尾　太郎

12年 14年 工藤　祐介

13年 15年 兼田　佳和

14年 16年 義久　智樹

15年 17年 庄島　大基
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16年 18年 渡辺　賢治

17年 19年 野里　良裕

18年 20年 村尾　和哉

19年 21年 高島　真彦

（電気電子情報エネルギー工学専攻・
 システム・制御・電力工学コース）
 平成20年 吉田　　央

 21年 大曲　祐子

（電気電子情報エネルギー工学専攻・
 先進電磁エネルギー工学コース）
 平成20年 馬場　政志

 21年 畠山　幹生

（電気電子情報エネルギー工学専攻・
 情報通信工学部門）
 平成19年 山本　勇樹

 20年 森岡　康史

 21年 工藤　隆則

（電気電子情報エネルギー工学専攻・
 量子電子デバイス工学部門）
 平成19年 尾島　正禎・村井　良多

 20年 六車　充

 21年 田村　悠

　クラス委員の変更等ございましたら、事務局まで随

時ご連絡下さるようお願いいたします。

　今年より、学部卒業年（左）と修士（博士前期）修

了年（右）を併記しています。

澪電会　会則

会　則

第 1 条 本会は澪電会と称する．
第 2 条 本会は事務局を大阪大学大学院工学研究科電気系
内に置く．

第 3 条 本会は会員の親睦を図り，学術の発展および科学
技術に関する知識の啓発に寄与することを目的とし，
そのため適宜必要な事業を行う．

第 4 条 本会の会員はつぎのとおりとする．
⑴　正会員
イ． 大阪大学工学部、工学研究科および情報科学研
究科ならびにその前身である学校の電気系卒業生.
ロ． 大阪大学工学部および工学研究科の電気系教官.
ハ． 大阪大学工学部電気系教官主査のもとで学位を
得た者で，本会に入会を希望する者．
ニ． 特に本会に縁故があり，役員会の承認を得た者.
⑵　特別会員
正会員以外で大阪大学工学部電気系の教授，助教授
および講師であった者ならびに特にこの会に縁故の
ある者．
⑶　学生会員
大阪大学工学部、工学研究科および情報科学研究科
の電気系学生
⑷　賛助会員
本会の活動を援助する法人または個人

第 5 条 本会に次の役員，委員を置く．
会長 1 名
副会長，幹事，クラス委員

第 6 条 会長は総会の議を経て選出する．副会長，幹事に
ついては会長が指名し，総会で承認を得る．クラス委
員については学科別卒業年度別に選出する．

第 7 条 会長は本会の会務を総括し，本会を代表する．副
会長は会長を補佐する．

第 8 条 会長，副会長，幹事は役員会を組織し，会務を処
理する．クラス委員はクラスを代表し，本会に関する
重要事項の相談にあずかる．

第 9 条 役員会の推薦により，本会に顧問を置くことがで
きる．

第10条 役員の任期は 2 年とする．ただし，重任はさまた
げない．

第11条 定期総会は年 1 回開催する．臨時総会は必要に応
じて開催する．定期総会では事業報告，会計報告およ
び役員改選その他の議事を行う．

第12条 本会の事業年度，会計年度は毎年 6 月 1 日に始ま
り，翌年 5 月31日に終る．

第13条 正会員は別に定めた規定により，会費を毎年 7 月
末日までに納入しなければならない．

第14条 本会は必要に応じて支部を置くことができる．
第15条 本会則の変更は総会の議を経て行う．

細　則

・会費は年額4，000円とする．
（平成 7 年度より実施）
・大学学部卒業時から53年を経過した会員は，会費の納入
を要しない．
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澪電会　プライバシーポリシー

澪電会では、会員の皆様から事業推進に際して必要最小限の個人情報をご提供頂き、同窓会活動に利用して参りま

した。会員の皆様の個人情報の取り扱いにつきまして下記の通りご案内致します。会員の皆様のご理解・ご協力を

賜りますようお願い申し上げます。　

１．保有する会員の個人情報と個人情報収集方法、利用目的

澪電会（各支部を含む）（以下、本会と称する）が運営上取得した下記の情報を個人情報として取り扱います。

氏名、会員番号、卒業（修了）学部・学科・学科目・研究科・専攻・コース・研究室、卒業（修了）年度、

自宅連絡先（住所、電話／FAX番号、電子メールアドレス）、勤務先（勤務先名称、住所、所属部署、役職、

電話／FAX番号、電子メールアドレス）等

また本会では、その会則に示す目的のとおり、「会員の親睦を図り、学術の発展および科学技術に関する知識

の啓発に寄与することを目的とし、そのため適宜必要な事業を行う」こととして、会員個人情報を以下に示す

事業において利用します。

① 本会会員名簿の整備および発行。

② 本会および本会会員が主催する事業で本会の目的に適ったもの（総会、見学会、同窓会等）の案内およ

びそれにかかる連絡事項の送付。

③ 会報等（電子媒体によるものを含み、本会活動目的に適うものに限る）の配布。

④ 会費および寄付金の収受管理、会費徴収に関わる事務、案内。

⑤ 大阪大学が行う教育・研究の発展に寄与すると判断される大阪大学主催事業の案内送付。

２．個人情報の管理と第三者への開示と提供

(1) 本会が収集した個人情報については、本会により適正に管理を行い、常に個人情報の保護に努めます。

(2) 本会は、前項①～⑤に示す事業推進において、本会から事業委託された業者等が対応することが適切と

判断される場合には、業者等に対して必要最小限の個人情報を開示ならびに提供することがあります。

また、大阪大学ならびに大阪大学同窓会連合会等同窓会組織の主催事業で、その利用目的から個人情報

の提供が適切と判断される場合には、大阪大学ならびに大阪大学同窓会連合会等同窓会組織に対して必

要最小限の個人情報を提供することがあります。なお、個人情報の開示もしくは提供を望まない場合は、

本会まで届け出て下さい。届け出のない場合は、原則として「開示可・提供可」として取り扱わせて頂

きます。

(3) 本会から提供する個人情報は紙媒体もしくは電子媒体によるものとします。

(4) 上記(2)および次の場合を除き、あらかじめ会員本人の事前の同意がない限り、個人情報を第三者へ開

示ならびに提供致しません。
● 法令に基づく場合

● 人の生命、身体又は財産の保護のために必要がある場合であって、本人の同意を得ることが困難で

あるとき。

● 公衆衛生の向上又は児童の健全な育成の推進のために特に必要がある場合であって、本人の同意を

得ることが困難であるとき。

● 国の機関若しくは地方公共団体又はその委託を受けた者が法令の定める事務を遂行することに対し

て協力する必要がある場合であって、本人の同意を得ることにより当該事務の遂行に支障を及ぼす

おそれがあるとき。

３．開示・訂正・利用停止請求

本会は、会員から会員本人の個人情報に関する開示請求の申し出があった場合は、当該本人と確認したうえで、

その情報の開示を行います。また、内容が正確でないなどの申し出があった際には、その内容を確認の上、必

要に応じて個人情報の追加、変更、訂正または利用停止を行います。　

４．澪電会に関する個人情報のお問い合わせ・ご依頼先

〒565-0871　吹田市山田丘2-1

大阪大学　大学院工学研究科　電気系内　澪電会事務局

電話　06-6879-7789　　FAX　06-6879-7774　　E-mail　reiden@pwr.eng.osaka-u.ac.jp



見学会

平成20年度　講演会・総会・懇親会

三間圀興先生 ご講演
｢プラズマ物理と核融合｣

長谷川晃先生 祝辞 宮原秀夫先生 祝辞

ユニバーサル・スタジオ・ジャパンにて

総会での会長挨拶



平成20年度　卒業祝賀・謝恩会

会長 祝辞 辻毅一郎先生 乾杯

工学賞·工学研究科長特別賞 表彰 懇親会のひとこま

卒業生代表 加納知周君 挨拶 谷口研二先生 万歳三唱餅つき風景



澪電会ホームページのご案内 
 

 すでにご覧頂いてお気付きの方も多いかと存じますが、平成20年暮れに澪電会ホームページが大幅リ

ニューアルしました。画面のデザインを一新すると共に、これまでよりもコンテンツの管理が容易な

システムを導入しました。これにより、最新の情報をより一層タイムリーに皆様にお届けしていきた

いと考えております。 

 また更に、白川 功会長のご発案により、今後、澪電会ホームページにSNS（Social Network Service）

の機能をもたせていくこととなりました。本誌が皆様のお手元に届くころには、掲示板等の機能を備

えた、新たな澪電会ホームページをご覧いただける予定です。SNS機能は本会会員のみが利用すること

ができ、アクセスにはIDとパスワードが必要となります。将来的には、各会員に専用のIDとパスワー

ドを発行したいと考えておりますが、当面は、ご利用の利便性ならびに管理コストの観点から、皆様

共通のIDとパスワードでのご利用となります。本会ホームページ

（http://www.osaka-u.info/~reidenkai/）を開き、メニューの「会員専用」をクリックして頂いて、

下記IDとパスワードをご入力下さい。 

 

・ID、パスワードは、会報「澪電」No.30 (2009年4月発行）p.45 に掲載しています。 

 

  

いずれも、半角小文字の英字、記号でご入力ください。 

 今後、更に魅力的かつ多彩なコンテンツをご提供し、皆様のお役に立てるよう改善して参りたいと

存じます。内容に関するご意見等ございましたら、下記担当幹事までご連絡下さいますよう、お願い

申し上げます。 

（三浦克介 miura@ist.osaka-u.ac.jp（電子・平4）記） 
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発行　澪電会
〒565-0871　吹田市山田丘2-1

大阪大学大学院工学研究科電気系内

電　　　話：06-6879-7789（ダイヤルイン）

ファックス：06-6879-7774

電子メール：reiden@pwr.eng.osaka-u.ac.jp

編　集　後　記

　会報澪電No.30をお届け致します。今回の会報澪

電では、電気系100周年を記念して、電気系旧４学

科（電気、電子、通信、情報システム）を代表する

先生方に記念の記事をご執筆頂きました。これらの

記事を拝読し、あらためて、電気系の長きに渡る歴

史の重みと、澪電会を通じた卒業生同士の繋がりの

大切さを再認識致しました。

また、白川会長のご発案により、澪電会ホーム

ページにて新たなサービスが始まろうとしていま

す。本誌に加え、澪電会ホームページをご活用頂い

て、電気系卒業生のネットワークを益々広げて頂け

ますと幸いです。

　最後になりますが、ご多忙中にも関わらず、本誌

記事の執筆に快くご同意下さいました執筆者の皆

様、ならびに編集にご協力下さいました皆様に、心

より感謝の意を表します。

（編集幹事：宮本俊幸、三浦克介）


